
今月の主な内容
●平成23年度当初予算報告
●津波避難について
●市議会だより
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人のうごき
（23．4．1 現在）

世帯数�10,237� －4
人　口�22,802�－131
 （男）� 10,684�－70
 （女）� 12,118�－61

3 月 中 の
異動状況

出生�10
死亡�23
転入�119
転出�237

土佐くろしお鉄道中村・宿毛線に、宿毛市キャラクターのはなちゃんや宿毛市の特産品が
描かれた車両が登場しました。
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②

歳　入

「性質別歳出　年度別比較表」

　自　主　
財

　
源

　　　　
　

　
　

　
　

　
　

　　　　依　存　
財

　
源

民生費
38.4%
38億3,669万9千円

衛生費
8.5％
8億5,110万5千円

普通建設事業

9,384万3千円4,206万3千円

土木費
9.4％
9億4,242万5千円

農林水産業費
2.5％
2億5,082万6千円

消防費
3.3％
3億2,788万4千円

商工費
1.5％
1億5,203万2千円

議会費ほか
4.8％
4億8,114万6千円

総務費
11.0％
10億9,457万3千円

教育費
6.6％
6億5,985万5千円

公債費
14.0%
13億9,692万6千円

市 税
21.1%
21億913万7千円

地方交付税
41.0%
41億円

国庫支出金
12.6%
12億5,288万4千円

県支出金
8.0%
8億37万2千円

市債
7.2%
7億2,120万円

その他依存財源
4.0%
4億308万9千円

分担金・負担金
1.5%
1億4,442万1千円

使用料・手数料
1.3%
1億2,821万9千円

基金からの繰入金
2.3%
2億3,389万5千円

その他自主財源
1.0%
1億25万円4千円

平成23年度　　　
　99億9,347万1千円

平成22年度　　　
101億6,159万3千円

14億1万9千円

人件費 扶助費 公債費 物件費

19億2,686万1千円 16億310万7千円

7億5,630万3千円18億7,577万5千円

13億8,197万3千円 10億8,164万9千円

災害復旧事業維持補修費
その他の経費

13億7,577万5千円 8億596万8千円

8億6,886万8千円20億3,181万3千円

13億8,916万6千円

19億7,739万8千円 13億9,692万6千円

9,301万1千円5,454万6千円

補助費等

〔
用
語
解
説
〕

市
　
債

道
路
の
改
良
や
建
設
事
業
等
を
行
う

際
の
、
事
業
費
に
対
す
る
財
源
不
足

を
補
う
借
金
。

地
方
交
付
税

行
政
が
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
標

準
的
な
経
費
を
算
出
し
、
自
治
体
の

収
入
で
足
り
な
い
部
分
を
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
も
の
。

民
生
費

子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
の

福
祉
や
人
権
政
策
な
ど
の
た
め
の
費

用
。

衛
生
費

ご
み
処
理
等
の
環
境
整
備
や
検
診
、

予
防
接
種
等
の
た
め
の
費
用
。

扶
助
費

身
体
障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童
、
生

活
困
窮
者
等
を
援
助
す
る
た
め
の
費

用
。

公
債
費

市
債
を
返
済
し
て
い
く
費
用
。

物
件
費

委
託
料
（
ゴ
ミ
の
収
集
業
務
、
工

事
の
設
計
業
務
等
）
、
光
熱
水
費
、

電
話
料
、
郵
便
料
、
事
務
用
品
や
旅

費
等
の
費
用
。

補
助
費
等

各
種
団
体
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助
金
、

一
部
事
務
組
合
（
消
防
、
ゴ
ミ
処

理
等
）
へ
の
負
担
金
等
の
費
用
。

普
通
建
設
事
業

道
路
、
公
園
、
住
宅
、
港
湾
等
の
施

設
整
備
の
費
用
。

歳　出
（目的別）

平成23年度 当初予算報告
一 般 会 計 総 額
99億9,347万1千円



広報すくも  2011.5③

予　算　額

９９億９，３４７万１千円

３１億５，９６５万６千円

７，００５万１千円

１億５，４４３万７千円

４億４，０２０万９千円

１億９，７４４万５千円

４億５，０７６万６千円

９，６１６万２千円

４２３万１千円

２１億５，５６３万３千円

４，３２６万１千円

２億３，９９７万６千円

７０億１，１８２万７千円

６億９，３７１万円

前年度比

－１．７％

０．２％

６．２％

１５．０％

－０．４％

－２．６％

－１．６％

０．０％

－１．６％

３．２％

－４８．９％

１．６％

０．７％

－１０．６％

会 計

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業

へ き 地 診 療 事 業

定 期 船 事 業

特別養護老人ホーム

学 校 給 食 事 業

下 水 道 事 業

国 民 宿 舎 運 営 事 業

介 護 認 定 審 査 会

介 護 保 険 事 業

土 地 区 画 整 理 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

特 別 会 計 　 計

水 道 事 業 会 計

一
般
会
計

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額

は
９９
億
９
、３
４
７
万
１
千
円
で
、

小
筑
紫
小
学
校
体
育
館
建
設
終
了

等
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
１
億
６
、

８
１
２
万
２
千
円
、
約
１
・
７
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
勢
調
査
人
口
の
大
幅
な
減
に

よ
り
地
方
交
付
税
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
鵜
来
島
連
絡
所
窓

口
業
務
の
民
間
委
託
や
退
職
者
の

一
部
不
補
充
な
ど
の
歳
出
抑
制
に
、

引
き
続
き
努
め
ま
し
た
。

　
今
後
も
ま
す
ま
す
厳
し
い
財
政

運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
よ
り
効
率
的
、

効
果
的
な
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

一
般
会
計
の
主
な
事
業

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
加
入
支
援
補
助
金

３
、０
０
０
千
円

光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
り
高
速
化
と

な
っ
た
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
の
加
入

促
進
を
行
う
た
め
、
光
接
続
の

新
規
加
入
者
に
つ
い
て
定
額
補

助
を
行
う
。

連
絡
所
窓
口
業
務
委
託
料

２
、２
９
２
千
円

沖
の
島
支
所
鵜
来
島
連
絡
所
の

窓
口
業
務
を
直
営
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
へ
委
託
す
る
。

戸
籍
電
算
化
事
業

９
２
、９
２
５
千
円

戸
籍
事
務
の
効
率
化
を
図
り
、

証
明
書
取
得
時
間
の
減
少
な
ど
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
電
算
化
を

行
う
。

宿
毛
市
地
場
産
品
等
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
支
援
事
業
費
補
助
金

１
、０
０
０
千
円

地
場
産
品
等
の
販
売
を
行
う
際

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
に
関

す
る
費
用
に
対
す
る
補
助
金

公
営
住
宅
等
再
編
計
画
策
定
事
業

５
、５
３
３
千
円

公
営
住
宅
・
改
良
住
宅
建
替
事
業

の
全
体
計
画
を
策
定
す
る
。

地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業

３
、８
３
８
千
円

地
域
福
祉
の
在
り
方
の
方
向
付

け
を
行
う
た
め
、
地
域
の
課
題

を
明
確
に
し
、
課
題
解
決
の
方

法
を
示
す
た
め
に
地
域
福
祉
計

画
を
策
定
す
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
推
進
事

業
費

２
、１
６
１
千
円

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
研

究
促
進
を
行
う
。

公
有
財
産
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
業

務８
、０
６
７
千
円

現
在
、
台
帳
で
整
理
し
て
い
る

公
有
財
産
に
つ
い
て
、
公
会
計

制
度
も
見
据
え
た
資
産
の
整
理

と
シ
ス
テ
ム
導
入
を
行
う
。

宿
毛
市
水
産
業
総
合
支
援
事
業
費

補
助
金

６
、３
０
０
千
円

藻
津
漁
協
の
老
朽
化
し
た
燃
料

タ
ン
ク
、
給
油
計
量
器
の
更
新

事
業
費
に
対
す
る
補
助
金

消
防
団
自
動
車
購
入
費

２
２
、３
８
０
千
円

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
２

台
、
軽
積
載
車
１
台

特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を

行
う
場
合
に
そ
の
経
費
を
明
確
に

す
る
た
め
、
一
般
会
計
と
区
別
し

て
設
け
ら
れ
る
会
計
で
す
。

　
宿
毛
市
で
は
、
平
成
２３
年
度
は

左
の
表
の
と
お
り
、
国
民
健
康
保

険
事
業
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
ま

で
１１
の
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま

す
。

　
本
年
度
の
特
別
会
計
予
算
総
額

は
、
７０
億
１
、１
８
２
万
７
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
全
体
で
０
・
７
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計

　
企
業
会
計
は
、
地
方
公
共
団
体

の
経
営
す
る
会
社
の
よ
う
な
も
の

で
、
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を

受
け
る
も
の
を
い
い
、
宿
毛
市
で

は
水
道
事
業
会
計
が
こ
れ
に
あ
た

り
ま
す
。

　
本
年
度
の
水
道
事
業
会
計
予
算

は
６
億
９
、３
７
１
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
１０
・
６
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。



④

梅
狩
り
の
ご
案
内

　
橋
上
町
楠
山
地
区
の
楠
山
公
園

に
は
約
６
０
０
本
の
梅
が
植
栽
さ

れ
て
お
り
、
地
区
住
民
で
育
成
管

理
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
梅
の
収

穫
時
期
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
あ

な
た
の
手
で
収
穫
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　
次
の
日
程
で
収
穫
体
験
、
簡
単

料
理
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

日
　
時

　
５
月

２９
日

（日）

　
９
時
〜

１４
時
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所

　
楠
山
公
園
駐
車
場

○
収
穫
体
験
（
９
時
〜

１４
時
）

１
㎏
あ
た
り
２
０
０
円
で
お
持

ち
帰
り
が
で
き
ま
す
。

○
料
理
体
験
（

１１
時
〜

１２
時
）

梅
シ
ロ
ッ
プ
作
り
、
梅
の
ら
っ

き
ょ
う
酢
漬
け
、カ
リ
カ
リ
漬
け
、

梅
酒
作
り
の
レ
シ
ピ
に
沿
っ
て

簡
単
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

※
梅
が
無
く
な
り
次
第
収
穫
体
験

は
終
了
し
ま
す
。
荒
天
の
場
合

は
次
週
（
６
月
５
日
）
に
順
延
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
山
里
の
家
　
蕁
６
４
―

７
０
３
７

宿
毛
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
ふ
る
さ
と
宿
毛
を
想
わ
れ
る
皆

さ
ん
の
お
気
持
ち
に
十
分
に
応

え
る
よ
う
、
指
定
さ
れ
た
使
途
に

沿
っ
て
、有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
平
成

２２
年
度
に
寄
附

を
い
た
だ
い
た
方
々
（
公
開
を
ご

了
承
い
た
だ
い
た
方
の
み
）
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

・
奈
良
県
奈
良
市

　
　
栗
生
　
作
實
　
様

・
佐
賀
県
神
埼
市

　
　
武
内
　
　
稔
　
様

・
四
万
十
市

　
　
大
森
　
景
一
　
様

・
須
崎
市

　
　
高
橋
　
秀
昭
　
様

・
埼
玉
県
所
沢
市

　
　
口
元
　
周
策
　
様

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

寄
附
の
お
礼

　
松
本
佳
子
様
（
宿
毛
市
沖
の
島
町
）

か
ら
、
亡
夫
・
松
本
洸
様
の
香
典

返
し
の
一
部
を
民
生
費
寄
附
金
と

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

宿
毛
市
ク
リ
ー
ン
デ
ー

　
市
民
総
参
加
の
清
掃
活
動
の
実

施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
多
く

の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
実
施
内
容
等
は
各
地
区
で
異
な

り
ま
す
の
で
、
地
区
回
覧
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

実
施
日

　
６
月
５
日

（日）
　（
小
雨
決
行
）

　
※
荒
天
の
場
合
は
６
月

１２
日

（日）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
課
　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給

者
証
の
交
付
申
請
に
つ
い
て

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
条

件
が
前
年
分
の
所
得
税
非
課
税
世

帯
に
限
ら
れ
る
た
め
、
税
の
確
定

す
る
６
月
ま
で
に
交
付
申
請
書
を

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
対
象
者

ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者
と
児

童
（

１８
歳
に
達
す
る
日
以
後
、
最

初
の
３
月

３１
日
ま
で
の
間
の
者
）

受
付
期
間

　
５
月
６
日

（金）
〜
５
月

３１
日

（火）
　

　（
土
・
日
を
除
く
）

※
所
得
証
明
書
等
の
発
行
が
期
日

に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
福
祉

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

持
参
す
る
も
の

・
対
象
者
全
員
の
保
険
証

・
印
鑑

・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
証

・
平
成

２３
年
１
月
１
日
現
在
宿
毛

市
以
外
に
住
所
を
お
い
て
い
た

方
は
、
そ
の
住
所
地
で
発
行
す

る
平
成

２３
年
度
所
得
証
明
書
、

ま
た
は
税
務
署
発
行
の
平
成

２２

年
分
申
告
所
得
税
納
税
証
明
書

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

休
日
当
番
医
変
更
の
お
知
ら
せ

　
６
月
の
休
日
当
番
医
が
、
５
日

は
清
谷
医
院
、

１９
日
は
奥
谷
整
形

外
科
へ
と
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課
　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

被
災
地
へ
の
支
援
物
資
の
協

力
に
対
す
る
お
礼

　　
３
月

１１
日
に
発
生
し
ま
し
た
「
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
に
よ
り

被
災
し
た
東
北
地
方
へ
の
支
援
物

資
受
付
に
対
し
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
心
温
ま
る
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
預
か
り
し
た
多
く
の
支
援
物

資
は
、
高
知
県
を
通
じ
被
災
地
へ
、

ま
た
、
直
接
宿
毛
市
へ
支
援
依
頼

の
あ
り
ま
し
た
福
島
県
相
馬
市
へ

届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に

対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
危
機
管
理
係

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

情

報

コ

ー

ナ

ー

5月

皐  月
May
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 海事代理士 小川恵理奈オガワマリンサービス

ボート免許教室,随時開催中！

更新講習の受付、始めました！

2級 学科講習・実技講習 5／14踞 蛔 国家試験 5／29跣
水上オートバイ、湖川小出力限定もあります。日程をお問合せ下さい。

（実技講習の日程は、人数により変更になることがあります。臨時での試験も開催できます。ご相談下さい。）

試験と全く同じ艇、同じ水面で実技講習が受講できます！

☆2級 ￥69,700　☆進級 ￥34,000　（試験料、講習料、申請料等こみ）

西町地域振興住宅入居者募集部屋配置図（立面）

2号棟

階
　
　
　
段

階
　
　
　
段

階
　
　
　
段

406

504

304

階
　
　
　
段

502503

403 401

5階

4階

3階

2階

1階

月　日

５月９日（月）

５月１０日（火）

〃

〃

５月１１日（水）

〃

５月１２日（木）

〃

〃

時　間

１４：００～１６：００

 ９：３０～１１：３０

１３：００～１５：００

１６：００～１６：３０

 ９：３０～１２：００

１３：００～１５：３０

 ９：００～１２：００

１５：４０～１６：１０

１６：４０～１７：００

場　　　　所

小筑紫基幹集落センター

高知はた農協宿毛東出張所

東部農村環境改善センター

橋上生活改善センター

宿毛市役所裏駐車場

　　　　〃

片島公民館

すくも湾漁協沖の島支所

すくも湾漁協弘瀬出張所

　
（
全
室
リ
フ
ォ
ー
ム
済
み
）

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
場
所

建
設
課
・
小
筑
紫
支
所
・
東
部

支
所

受
付
期
間

　
随
時
受
付

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

　
（
土
・
日
を
除
く
）

申
込
書
配
布
場
所

建
設
課
・
小
筑
紫
支
所
・
東
部

支
所

申
込
書
受
付
期
間

　
５
月

２５
日

（水）
〜
５
月

２７
日

（金）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
建
築
住
宅
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

西
町
地
域
振
興
住
宅
入
居
者
募
集

所
在
地

　
西
町
４
丁
目
２
番

２０
号

間
取
り

　
３
Ｄ
Ｋ
（
６
帖
×
２
、４
帖
半
）

構
　
造

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階
建
て

　
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
無
）

契
約
方
式

　
定
期
借
家
方
式
２
年
更
新
　
　

家
　
　
賃

　
３
０
、０
０
０
円

共
益
費

　
　
２
、０
０
０
円

駐
車
場

　
　
１
、０
０
０
円

　
　
（
１
世
帯
に
１
台
の
み
）

敷
　
　
金

　
９
０
、０
０
０
円

　
（
家
賃
×
３
ケ
月
）

募
集
戸
数

　
７
室

無
料
人
権
相
談

日
　
時
　
　

　
６
月
１
日

（水）

　
１０
時
〜

１５
時

※
相
談
時
間
は
、
１
人

３０
分
で
す
。

場
　
所
　
　

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

内
　
容

人
権
問
題
・
婚
姻
・
扶
養
・
相
続
・

金
銭
貸
借
・
土
地
建
物
貸
借
・

登
記
・
戸
籍
・
交
通
事
故
等
。

主
　
催
　
　

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
人
権
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

　
人
権
推
進
課
　

　
蕁
６
２
―

０
２
２
５

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地

　
西
町
団
地
（
西
町
１
丁
目
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
期
間

　
５
月
６
日

（金）
〜
５
月

２７
日

（金）

三
上
ク
ニ
ト
リ
オ
・
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト

日
　
時
　
５
月

２８
日

（土）

　
　
　
　

１９
時
（
開
場

１８
時

３０
分
）

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　（
当
日
は
各
５
０
０
円
増
）

　
一
　
般
　
　
　
２
、０
０
０
円

　
高
校
生
以
下
　
１
、０
０
０
円

出
演
者
　
三
上
ク
ニ
（
ピ
ア
ノ
）

　
　
　
　
池
田
　
聡
（
ベ
ー
ス
）

　
　
　
　
橋
本
　
学
（
ド
ラ
ム
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
事
務
局
・
イ
シ
ザ
キ
宿
毛
音
楽
教
室
内

　
蕁
６
３
―

５
０
４
７

特定計量器（はかり）の定期検査

【問い合わせ先】　商工観光課　蕁６３－１１１９

特定計量器　定期検査日程



⑥

教
育
委
員
会
教
育
長
が
決
ま

り
ま
し
た

　
平
成

２３
年
３
月

３０
日
、
平
成

２３

年
第
３
回
宿
毛
市
教
育
委
員
会
定

例
会
に
お
い
て
岡
松
泰
氏
が
宿
毛

市
教
育
委
員
会
教
育
長
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
宿
毛
市
教
育
委
員
会
教
育
長

　
岡
松
　
泰
　
氏

　
任
　
期

　
　
平
成

２３
年
４
月
１
日

　
　
〜
平
成

２７
年
３
月

３１
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
教
育
課

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

心
の
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

『
心
が
つ
く
る
人
生
』

日
　
時

　
５
月

２５
日

（水）

　
１９
時

３０
分
〜

２１
時

３０
分

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
２
階
会
議
室

講
　
師

公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研

究
所
社
会
教
育
講
師

　
　
古
味
　
美
千
子
（
津
野
町
）

参
加
費

　
無
　
料

主
　
催

宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

※
テ
キ
ス
ト
「
改
定
心
が
つ
く
る

人
生
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

　
蕁
６
３
―

１
０
３
８

宿
毛
市
観
光
協
会
会
員
募
集

　　
譖
宿
毛
市
観
光
協
会
で
は
、
会

員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

当
会
の
会
員
と
し
て
登
録
い
た
だ

き
、
宿
毛
市
の
観
光
振
興
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

会
　
費

　
一
般
会
員
　
１
口

　
　
　
５
、０
０
０
円

　
法
人
会
員
　
２
口

　
　
１
０
、０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
市
観
光
協
会

　
蕁
６
３
―

０
８
０
１

ご冥福をお祈りします

大深浦 中　　顴良 85

お誕生おめでとう
（平成23年3月受付分） （平成23年3月受付分）

四季の丘1丁目
中央4丁目
貝塚
小筑紫
宿毛
中央7丁目

谷本璃音椰
渡邉　優華
竹村　颯真
山中　萌響
横山　三桜
土居　茉白

勇治
のぞみ
誠
平
裕輝
博史

住　所 氏　名 享 年 住　所 赤ちゃん 保護者

※
本
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
家

族
等
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り

掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

たにもと りおな

わたなべ ゆうか

たけむら そうま

やまなか もなり

ど い ましろ

よこやま み お

　
４
月
１
日
よ
り
宿
毛
市
職
員
と

し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

新
規
採
用
職
員
氏
名
（
所
属
）

武
山
　
英
和

（
産
業
振
興
課
）

松
岡
　
真
由

（
環
境
課
）

和
田
　
幸
子

（
山
田
保
育
園
）

中
村
　
　
聡

（
建
設
課
）

盛
實
　
篤
史

（
沖
の
島
へ
き
地

 

診
療
所
　

医
師
）

山
下
　
真
由

（
中
央
保
育
園
）

児
玉
　
千
尋

（
保
健
介
護
課
）

東
　
　
則
孝

（
税
務
課
）

有
田
　
　
聡

（
総
務
課
）

宿
毛
市
新
規
採
用
職
員
で
す
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電話 65－0005　携帯 090－4336－0099

全4台体制で幅広くマルチに対応

日本
初 ストレッチャータクシー

宿毛に登場！
〈生体専用車〉点滴・酸素のままでの
移動もＯＫです。（交流100V電源有）

ご予約を
優先します。

ひまわり　タクシー400円
初乗り

今
月
の
年
金
相
談

日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

に
よ
る
出
張
年
金
相
談

日
　
時

　
５
月

１７
日

（火）

　
１０
時
〜

１５
時

　
（
昼
休
み
を
除
く
）

場
　
所

　
宿
毛
市
役
所

受
　
付

　
市
民
課
年
金
係

受
付
時
間

　
８
時

３０
分
〜

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

・
定
期
便
の
相
談
で
あ
れ
ば
送
ら

れ
て
き
た
書
類
一
式

・
認
め
印

・
代
理
の
場
合
は
委
任
状
（
家
族

で
あ
っ
て
も
必
要
で
す
）
と
代
理

人
の
本
人
確
認
で
き
る
物
（
免
許

証
等
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
年
金
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例

免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
！

　
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
た

方
が
退
職
（
失
業
）
さ
れ
る
と
、
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行
い
、
月

額
１
５
、０
２
０
円
（
平
成

２３
年
度
）

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
方
に

は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納

付
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　
特
例
免
除
制
度
は
、
退
職
（
失
業
）

し
た
年
度
及
び
翌
年
度
に
限
り
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
常
、

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
、

申
請
者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主

の
方
が
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
免

除
で
は
、
審
査
の
対
象
と
な
る
申

請
者
本
人
の
所
得
を
除
外
し
て
審

査
を
行
い
ま
す
。

　☆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の（
納
付
書
等
）

・
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写
し

平成23年度の国民年金保
険料について

（
離
職
票
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
等
）

・
認
め
印

※
代
理
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状

と
代
理
人
の
身
分
確
認
で
き
る

も
の
も
必
要
で
す
。（
同
一
世
帯

の
方
な
ら
委
任
状
は
省
略
で
き

ま
す
）

◎
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
た

方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
第
３
号

被
保
険
者
も
種
別
変
更
届
の
手

続
き
を
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
・

繰
り
下
げ

《
繰
り
上
げ
支
給
》

　
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年

齢
は
原
則
と
し
て

６５
歳
で
す
が
、

希
望
す
れ
ば

６５
歳
前
に
繰
り
上
げ

て
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
支
給

を
繰
り
上
げ
た
場
合
、
生
涯
減
額

さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
、
障

害
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
な
く
な

る
こ
と
な
ど
、
注
意
が
必
要
で
す
。

（
減
額
率
は
、
最
大
で

３０
％
）

《
繰
り
下
げ
支
給
》

　
６６
歳
以
降
に
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
始
め
る
繰
り
下
げ
の
場
合
は
、

年
金
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

遺
族
年
金
等
の
受
給
権
が
あ
る
場

合
は
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。（
増
額

率
は
１
月
で

０．７
％
、
最
大

４２
％
）

　
な
お
、
振
替
加
算
も
繰
り
下
げ

し
た
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

ま
で
は
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
の

で
、
振
替
加
算
が
多
い
方
は
不
利

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
幡
多
年
金
事
務
所
（
蕁

０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
１
６
）
ま

た
は
市
民
課
年
金
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

蛬

平成２２年度
　　　　１５，１００円

平成２３年度
　　　　１５，０２０円

【国民年金保険料（月額）】



⑧

やなせたかしつなみまん

◎避難勧告・避難指示などの違い

種　類 拘 束 力 意　　　　　　味

避難準備情報 弱
事態の推移によっては避難勧告や避難指示を行うことが予想されるた
め、避難のための準備を呼びかけるものです。

避 難 勧 告 中
住民に立ち退きを勧め促進するものです。
（避難を強制するものではありません。）

避 難 指 示 強
被害の危険が切迫したときに発せられるもので、「勧告」より拘束力
が強くなりますが、指示に従わなかった方に対して、直接強制までは
行われません。

　「東北地方太平洋沖地震」において、宿毛市は沿岸部に対し、避難勧告・避難指示を発令しました。そこで、
津波避難に関する情報や日頃からの心得についてお知らせします。

◎警報などの種類

　○津波注意報………高いところで０．５m 程度の津波が予想されるとき。

　○津 波 警 報………高いところで２m 程度の津波が予想さるとき。

　○大津波警報………高いところで３m 程度以上の津波が予想されるとき。

◎津波避難に対する日頃からの心得

①すぐに逃げるため、家具転倒落下防止対策などを行い、最初の揺れから
身を守る。

②大きな揺れを感じたら警報を待たず、すぐに高台に逃げる。
※高台では６時間以上、避難を続けてください。津波は何回も押寄せて

きます。

③暮らしている地域の危険性を認識しておくこと。
　・地域がどれくらい揺れるか、どのくらいの時間揺れるかなど。
　・津波の到達する時間や高さ地域など。
　・避難経路の危険箇所など。

④家庭で防災会議を開き、地震後の家族の集合場所や
　緊急の連絡先などを家族で話し合い決めておくこと。

⑤地域の防災活動に参加すること。　

【問い合わせ先】
総務課危機管理係
蕁63－0948

津　波　避　難　に　つ　い　て



広報すくも  2011.5⑨

設置義務

寝 室
階 段

寝 室

※台所
居 間

推奨箇所

火
の
用
心

住宅用火災警報器の取り付け場所

住宅用火災警報器の種類

【煙感知式】寝室・階段など
煙が火災警報器に入ると音や音声で
お知らせします。

【熱感知式】車庫・台所など
（大量の煙や湯気が滞留する場所等
でお使いになれます。）

※これらの火災警報器には「電池を
使うもの」や「家庭用電源（ＡＣ１００
Ｖ）を使うもの」があります。

※また、単独式（感知した警報器の
み警報を発す）と、連動式（ひと
つが感知するとその他の警報器も
警報を発す）があります。

※高齢者の方、目や耳の不自由な方
には、音や光の出る補助警報装置
の増設をお勧めします。

【問い合わせ先】
宿毛消防署
薑63－3111
薨63－3396

ご質問・お問い合わせ等
ございましたら……

購入について
電気店、電気工事店、量販店や消防用品取扱店など
で取扱い・販売されています。国の定める規格に適
合していることを鑑定し、合格していることを示す
日本消防検定協会のＮＳマークが表示されたものを
設置してください。

悪徳業者にご注意を！
消防職員が住宅用火災警報器や住宅用消火器などを訪問販売するこ
とはありません！
※「消防署の方から来ました。」
※「住宅用火災警報器を今すぐ設置しないと罰せられます。」
※「住宅用火災警報器の設置には資格が必要です。」・・・など
　「あやしいな」と思ったら絶対に押印・サイン・購入をしない！！
　「おかしいな」と思ったり、被害に遭ったときはすぐにご相談を！

※台所への設置義務はありませんが、料理
など火を使うところなので熱感知式火災
警報器の設置をお勧めします。

火災による死者の約8割が住宅火災で亡くなっており、そのうち約6割の方が逃げ遅れによるものです。
それを背景に消防法が改正され、平 成２３年６月１日より、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務
化となります。
まだ設置していない方は早めの設置をお願いします。
すでに設置されている方は定期的な点検をお願いします。

消 太

つけましたか？
住 宅 用 火 災 警 報 器

〈
平
成
２３
年
度
消
防
標
語
〉　
消
し
た
は
ず
　

決
め
つ
け
な
い
で
　

も
う
一
度



⑩

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　
中
央
公
民
館
で
は
、
初
心
者
を

対
象
に
、
や
さ
し
い
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
季
節
に
合
わ
せ
た
１
回
完
結
の

教
室
と
な
っ
て
お
り
、
お
花
が
初

め
て
の
方
で
も
安
心
し
て
楽
し
め

る
教
室
で
す
の
で
、
皆
様
も
花
の

魅
力
を
引
き
出
し
な
が
ら
独
自
の

ア
イ
デ
ア
で
「
花
空
間
」
を
創
造

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

場
　
所

　
中
央
公
民
館
会
議
室
２

実
施
日

　
６
月
２
日

（木）
　
７
月
７
日

（木）

　
８
月
４
日

（木）
　
９
月
１
日

（木）

時
　
間

　
１０
時
〜

１２
時

講
　
師

　
山
沖
　
郁
代
　
さ
ん

受
講
料

　
無
　
料

※
但
し
、
花
、
器
な
ど
は
実
費

負
担
。（
１
、０
０
０
円
程
度
）

持
っ
て
く
る
も
の

　
花
ば
さ
み

募
集
定
員

　
１５
名
程
度

　
※
申
込
多
数
は
抽
選

申
込
締
切

　
５
月

２７
日

（金）
ま
で

楽
し
い
陶
芸
教
室
受
講
生
募
集

　
陶
芸
に
は
、
造
る
喜
び
・
出
来

上
が
り
の
鑑
賞
・
使
う
楽
し
み
と

多
く
の
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
世

界
に
ひ
と
つ
の
自
分
だ
け
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
を
創
っ
て
、
料
理
を

盛
り
つ
け
食
卓
を
飾
る
と
新
た
な

食
事
の
楽
し
み
に
も
な
る
で
し
ょ

う
。
少
人
数
で
ゆ
っ
た
り
と
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
で
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
。
経
験
は
問
い
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場
　
所

　
中
央
公
民
館
二
階
創
作
室

実
施
日
（
２
日
連
続
で
行
い
ま
す
）

　
５
月

２５
日

（水）
・

２６
日

（木）

　
６
月

２２
日

（水）
・

２３
日

（木）

時
　
間

　
１３
時

３０
分
〜

１６
時

講
　
師

　
下
元
　
か
お
る

受
講
料

　
無
料
（
材
料
代
は
各
自
負
担
）

募
集
定
員

　
１０
名
（
申
込
多
数
は
抽
選
）

坂
本
図
書
館

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
座

の
ご
案
内

講
　
師

　
森
尾
　
靖
子
　
さ
ん

　
（
高
知
お
は
な
し
の
会
）

第
１
回

日
　
時
　
５
月

２８
日

（土）

　
　
　
　

１３
時
〜

１５
時

場
　
所
 

文
教
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
階
　
視
聴
覚
室

※
第
２
回
は

１１
月

１２
日

（土）
に
開
催

予
定
で
す
。

※
森
尾
さ
ん
は
長
年
読
み
聞
か
せ

や
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
な
ど

で
活
躍
さ
れ
、
講
師
と
し
て
の

経
験
、
実
績
も
あ
る
方
で
す
。

講
座
の
参
加
料
は
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

■
「
う
ち
の
子
も
し
か
し
て
反
抗
期
？
」

と
思
っ
た
ら
読
む
本

主
婦
の
友
社
　
編

主
婦
の
友
社

■
若
者
は
な
ぜ
「
就
職
」
で
き
な

く
な
っ
た
の
か
？

〜
生
き
抜
く
た
め
に
知
っ
て
お
く

べ
き
こ
と
〜

児
美
川
孝
一
郎
　
著

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

■
ゴ
ー
ゴ
ー
Ａ
ｉ

〜
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
闘
争
4
0
0
0
日
〜

海
堂
尊
　
著

講
談
社

■
〈
決
定
版
〉新
幹
線
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

バ
イ
ブ
ル

〜
歴
史
・
形
式
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

徹
底
図
解
！！
〜

学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

学
研
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ（
発
売
）

■
み
ら
く
る
ミ
ル
ク米

本
久
美
子
　
絵

中
西
敏
夫
　
文

福
音
館
書
店

■
ほ
ん
な
ん
て
だ
い
き
ら
い
！

マ
イ
ケ
ル
・
エ
ン
バ
リ
ー
　
え

バ
ー
バ
ラ
・
ボ
ッ
ト
ナ
ー
　
ぶ
ん

主
婦
の
友
社

■
い
ち
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
あ
な

た
へ

井
口
真
吾
　
絵

江
國
香
織
　
詩

小
学
館

■
ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
お
ん
な
の

こ

ニ
ノ
ン
　
絵

フ
ィ
リ
ス
・
ク
ラ
シ
ロ
フ
ス
キ
ー
　
文

福
音
館
書
店

■
育
児
・
出
産
・
介
護
を
め
ぐ
る
法

律
と
助
成
金
申
請
マ
ニ
ュ
ア
ル

〜
事
業
者
必
携
〜

浜
田
京
子
　
監
修
／
三
修
社

　
育
児
・
介
護
・
出
産
に
か
か
わ

る
制
度
と
法
律
知
識
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
。
休
暇
取
得
の
た
め
の

要
件
か
ら
、
社
内
規
程
の
整
備
、

助
成
金
申
請
の
手
続
き
ま
で
を
網

羅
。
実
務
に
活
か
せ
る
書
式
も
掲

載
。
平
成

２２
年
６
月
施
行
の
育
児
・

介
護
休
業
法
に
対
応
。

■
図
書
館
へ
行
こ
う
!
図
書
館
ク

イ
ズ
２

〜
魅
力
的
な
図
書
委
員
会
の
活
動
・

図
書
館
行
事
の
ア
イ
デ
ア
集
〜

五
十
嵐
絹
子
　
編
著
／
国
土
社

　
学
校
図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
を
変

え
る
活
動
ア
イ
デ
ア
、
本
へ
の
関

心
を
高
め
る
工
夫
、
図
書
館
活
用

力
を
伸
ば
す
方
法
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
に
役
立
ち
、
か
つ
楽

し
め
る
学
校
図
書
館
の
取
り
組
み

を
紹
介
。
コ
ピ
ー
し
て
使
え
る
ワ

ー
ク
シ
ー
ト
が
充
実
。

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654

問い合わせ先
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市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
予
算
」

な
ど
予
算
議
案
二
十
四
件
、「
教
育

委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
」
の
人
事
議
案
一
件
、「
宿

毛
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
」

な
ど
条
例
議
案
十
四
件
、「
宿
毛

市
振
興
計
画
（
基
本
構
想
）」
な
ど

そ
の
他
の
議
案
十
一
件
の
合
計
五

十
議
案
で
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

議
案
第
十
三
号
「
平
成
二
十
三
年

度
宿
毛
市
一
般
会
計
予
算
」
を
修

正
可
決
、
そ
の
他
の
議
案
は
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
宿

毛
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
な
ど
四
議
案
が

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

七
日
及
び
八
日
の
二
日
間
に
十
一

人
の
議
員
が
、
ま
た
、
九
日
に
は

議
案
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は

「
子
ど
も
達
が
主
役
で
あ
る
学
校

づ
く
り
の
た
め
に
再
編
計
画
実
施

は
慎
重
に
行
う
こ
と
を
求
め
る
陳

情
に
つ
い
て
」
な
ど
二
件
が
審
議

さ
れ
、
一
件
が
採
択
、
一
件
が
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
十
三
号
）

　
修
正
後
の
平
成
二
十
三
年
度
一
般

会
計
予
算
は
総
額
で
九
九
億
九
、
三

四
七
万
一
千
円
で
、
対
前
年
比
�一
・

七
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
詳

細
は
、
二
〜
三
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。）

　
な
お
、
修
正
さ
れ
た
予
算
の
内
容

は
、「
宿
毛
小
学
校
統
合
改
築
工
事

基
本
・
実
施
設
計
委
託
料
」
等
九
、

三
六
一
万
円
の
減
額
で
す
。
本
件
に

つ
い
て
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会

に
お
い
て
、
中
平
富
宏
委
員
よ
り
、

宿
毛
小
学
校
と
松
田
川
小
学
校
の

統
合
校
舎
に
設
置
さ
れ
る
予
定
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
エ
リ
ア
の
利
用

計
画
が
不
十
分
な
こ
と
、
国
土
交

通
省
の
新
し
い
積
算
基
準
で
算
出

さ
れ
た
予
算
額
が
近
隣
の
同
規
模

校
や
平
成
二
十
一
年
度
建
設
の
小

筑
紫
小
学
校
と
比
較
し
て
か
な
り

高
額
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
こ
の
設
計
を
特
定
の
設
計

者
に
依
頼
す
る
こ
と
が
す
で
に
表

明
さ
れ
て
お
り
、
競
争
原
理
が
働

か
ず
、
決
定
額
が
予
算
額
に
近
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
の
理

由
か
ら
、
新
た
な
宿
毛
小
学
校
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
エ
リ
ア
を
省
い

３
月
�２
日
（
水
）
本
会
議
　
　
開
会
、
行
政
方
針
の
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
上
程
、提
案
理
由
の
説
明

�

３
日
（
木
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

４
日
（
金
）
休
　
会
　
　
議
案
等
精
査

�

５
日
（
土
）
休
　
会

�

６
日
（
日
）
休
　
会

�

７
日
（
月
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

８
日
（
火
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

９
日
（
水
）
本
会
議�

議
案
質
疑

�

１０
日
（
木
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１１
日
（
金
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１２
日
（
土
）
休
　
会

�

１３
日
（
日
）
休
　
会

�

１４
日
（
月
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１５
日
（
火
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１６
日
（
水
）
休
　
会

�

１７
日
（
木
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１８
日
（
金
）
本
会
議
　
　
委
員
長
報
告
、
質
疑

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
討
論
、
表
決
、
閉
会

三
月
定
例
会
日
程

　
第
一
回
定
例
会
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
二
日
に
開
会
し
、

十
七
日
間
の
会
期
で
三
月
十
八
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

当
　
初
　
予
　
算

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会
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⑫

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

同
　
　
意

原
案
可
決

原
案
可
決

修
正
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
号

第
2
号

第
3
号

第
12
号

第
13
号

第
14
号

第
25
号

第
26
号

第
27
号

第
28
号

　
第
29
号

第
30
号

第
31
号

第
32
号

第
33
号

第
34
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

二
十
二
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
度
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事

業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
定
期
船
事
業
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
学
校
給
食
事
業
、
下
水
道
事
業
、
介

護
保
険
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
後
期
高
齢
者

医
療
）
及
び
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事

業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
定
期
船
事
業
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
学
校
給
食
事
業
、
下
水
道
事
業
、
国

民
宿
舎
運
営
事
業
、
幡
多
西
部
介
護
認
定
審
査
会
、

介
護
保
険
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
後
期
高
齢

者
医
療
）
及
び
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

宿
毛
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宿
毛
市
課
設
置
条
例
及
び
宿
毛
市
特
別
会
計
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
移
動
通
信
用
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

宿
毛
市
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
住
民
利
用
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
立
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

～～

（
定
例
会
）

た
本
来
の
学
校
の
形
に
戻
し
、
従

来
の
積
算
根
拠
を
加
味
し
た
設
計

予
算
に
変
更
し
、
競
争
入
札
を
お

こ
な
う
べ
き
で
あ
る
と
の
修
正
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い

て
、
本
修
正
案
を
審
議
し
た
結
果
、

全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
、
そ
の
後
の
本
会
議

に
お
い
て
も
委
員
会
修
正
案
が
全

会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
た
め
、

本
予
算
は
、
減
額
修
正
さ
れ
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

◎
宿
毛
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
生
活
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

社
会
経
済
活
動
の
健
全
な
発
展
に

寄
与
す
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
暴
力
団
の
排

除
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
移
動
通
信
用
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
平
成
二
十
一
年
度
の
繰
越
事

業
と
し
て
、
実
施
し
て
い
た
橋
上

町
楠
山
地
区
へ
の
携
帯
電
話
中
継

局
の
整
備
が
、
本
年
度
中
に
完
了

す
る
こ
と
に
伴
い
、
条
文
中
に
「
宿

毛
市
橋
上
町
楠
山
地
区
移
動
通
信

用
施
設
」
に
関
す
る
記
述
を
加
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
退
職
手
当
制
度
の
一
層
の
適
正

化
に
向
け
、
国
家
公
務
員
退
職
手

当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

等
が
施
行
さ
れ
、
退
職
し
た
職
員

の
過
去
に
行
っ
た
行
為
が
、
懲
戒

免
職
等
の
処
分
を
受
け
る
よ
う
な

行
為
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
当
該

職
員
の
退
職
手
当
の
全
部
又
は
一

部
の
返
納
命
令
や
共
済
年
金
の
支

給
制
限
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
新
た
な
制
度
が
、
平
成
二
十

一
年
四
月
一
日
か
ら
設
け
ら
れ
て

お
り
、
地
方
公
務
員
に
お
い
て
も

同
様
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

た
び
、
本
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
立
体
育
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
二
年
度
を
も
っ
て
栄

喜
小
学
校
が
閉
校
と
な
る
こ
と
に

伴
い
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

か
ら
栄
喜
小
学
校
体
育
館
を
「
宿

毛
市
栄
喜
体
育
館
」
に
名
称
を
改

め
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
体

育
振
興
を
図
る
た
め
の
「
宿
毛
市

立
体
育
館
」
と
し
て
位
置
づ
け
る

た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
立
保
育
所
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
、

小
筑
紫
保
育
園
と
栄
喜
保
育
園
が

統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
二

十
二
年
度
を
も
っ
て
、
栄
喜
保
育

園
が
閉
園
と
な
る
た
め
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

◎
宿
毛
市
児
童
遊
園
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
立
地
条
件
が
悪
く
遊
具
等
も
整

備
さ
れ
て
い
な
い
現
在
の
貝
礎
児

童
遊
園
の
利
用
者
が
少
な
い
状
況

を
受
け
、
貝
礎
保
育
園
跡
地
に
整

備
し
た
公
園
を
、
新
た
に
貝
礎
児

童
遊
園
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と

に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
の
緊
急
の
少
子
化
対
策
と
し

て
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

が
、
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か

ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
、
暫
定
的
に
四
万
円
引

上
げ
ら
れ
、
現
在
、
三
九
万
円
と

条
　
　
例
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議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

第
35
号

第
36
号

第
37
号

第
38
号

　
第
39
号

第
40
号

第
41
号

第
42
号

第
43
号

第
44
号

第
45
号

第
46
号

第
47
号

第
48
号

第
49
号

第
50
号

第
51
号

第
52
号

第
53
号

第
54
号

宿
毛
市
立
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

宿
毛
市
児
童
遊
園
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

宿
毛
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

宿
毛
市
営
改
良
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
振
興
計
画
（
基
本
構
想
）
に
つ
い
て

宿
毛
市
の
特
定
の
事
務
を
取
り
扱
わ
せ
る
郵
便
局
の

指
定
に
つ
い
て

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

辺
地
の
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

宿
毛
湾
港
港
湾
区
域
内
の
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ
い

て市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

宿
毛
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

宿
毛
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

宿
毛
市
議
会
政
務
調
査
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
は
、
平
成

二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
、
現
行

の
支
給
額
を
恒
久
化
す
る
意
向
を

示
し
、
平
成
二
十
三
年
三
月
中
旬

を
目
途
に
、
恒
久
化
に
向
け
た
政

令
改
正
を
行
う
見
込
み
で
あ
る
こ

と
を
受
け
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

◎
宿
毛
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
議
員
報
酬
と
議
員
定
数
に
つ
い

て
は
、
昨
年
三
月
定
例
会
で
設
置

さ
れ
た
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員

会
に
お
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て

お
り
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
定

例
会
に
お
い
て
そ
の
最
終
報
告
が

行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
中
で
、
ま
ず
議
員
定
数
に

つ
い
て
は
、
定
数
削
減
に
よ
る
議

会
機
能
の
低
下
や
、
広
く
市
民
の

声
を
行
政
に
反
映
さ
れ
に
く
く
な

る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
現
行
の

十
六
名
を
維
持
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
次
に
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、

報
酬
削
減
に
よ
り
、
議
員
と
い
う

仕
事
の
魅
力
を
低
下
さ
せ
、
議
員

の
年
齢
層
や
職
種
の
固
定
化
を
招

き
、
多
様
な
声
が
議
会
に
反
映
さ

れ
に
く
く
な
る
こ
と
な
ど
弊
害
が

あ
る
も
の
の
、
議
員
と
し
て
の
職

責
と
活
動
に
見
合
っ
た
報
酬
額
に

つ
い
て
、
明
確
な
積
算
根
拠
を
示

す
こ
と
は
困
難
を
極
め
た
と
こ
ろ

で
す
。
そ
の
た
め
、
全
国
の
類
似

規
模
団
体
の
平
均
値
で
あ
る
三
一

万
一
、
七
〇
〇
円
を
参
考
数
値
に

し
た
ほ
か
、
本
市
の
厳
し
い
財
政

状
況
を
考
慮
し
た
結
果
、
全
会
一

致
を
も
っ
て
、
現
行
議
員
報
酬
を

五
、
〇
〇
〇
円
減
額
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
に
お
い
て
、

市
民
か
ら
は
報
酬
五
、
〇
〇
〇
円

削
減
に
よ
る
経
費
節
減
効
果
に
つ

い
て
、
不
満
の
声
を
多
く
聞
い
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
市
民

の
要
求
は
、
報
酬
に
つ
い
て
の
日

当
制
導
入
の
議
論
に
ま
で
及
ん
で

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
際

限
な
く
報
酬
を
削
減
し
続
け
る
と
、

議
員
は
年
金
受
給
者
、
あ
る
い
は
、

資
産
家
だ
け
に
な
り
、
偏
っ
た
年

齢
・
職
種
の
議
会
構
成
に
陥
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
今
回
行
わ
れ
る
選

挙
は
、
前
回
、
前
々
回
の
選
挙
と

異
な
り
三
十
代
、
四
十
代
の
若
い

立
候
補
者
が
出
馬
を
断
念
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続

く
と
、
議
会
の
新
陳
代
謝
と
活
性

化
が
図
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
、
地
方
分
権
が

進
む
と
、
執
行
部
の
業
務
範
囲
や

財
政
面
で
の
裁
量
権
は
、
ま
す
ま

す
拡
大
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

二
元
代
表
制
の
中
で
、
議
員
の
責

務
、
資
質
、
能
力
の
向
上
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
日
常
の
議
員
活
動
に
加
え
、
調

査
研
究
費
、
国
・
県
と
の
か
か
わ
り

の
中
で
の
政
治
活
動
費
な
ど
様
々

な
経
費
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
報
酬

に
つ
い
て
は
、
五
、
〇
〇
〇
円
の
削

減
を
取
り
止
め
、
現
行
水
準
に
戻

し
、
定
数
に
つ
い
て
は
、
議
会
活

動
へ
の
弊
害
は
懸
念
さ
れ
る
も
の

の
、
現
在
の
市
民
感
情
を
反
映
し
、

よ
り
大
き
な
削
減
効
果
を
求
め
て
、

議
会
運
営
上
、
最
低
限
必
要
な
定

数
一
四
名
に
す
る
よ
う
本
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
の
特
定
の
事
務
を
取
り

扱
わ
せ
る
郵
便
局
の
指
定
に
つ

い
て

　
平
成
十
五
年
七
月
か
ら
宿
毛
西

町
郵
便
局
に
お
い
て
取
り
扱
っ
て

い
る
納
税
証
明
書
や
住
民
票
の
写

し
の
交
付
等
の
事
務
に
つ
い
て
、

平
成
二
十
三
年
度
も
継
続
し
て
行

う
こ
と
に
伴
い
、
地
方
公
共
団
体

の
特
定
の
事
務
の
郵
便
局
に
お
け

る
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
第
三
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

そ 

　
の
　 

他
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A
　
市
長
は
、
議
会
答
弁
の
中
で
、

「
生
ま
れ
た
子
ど
も
さ
ん
に
は
保

育
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
と
思
う

の
で
、
沖
の
島
の
保
育
園
を
再
開

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
「
保
育

園
機
能
を
必
ず
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
確
約
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」
と
答
弁
を

さ
れ
た
。
「
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
」
に
は
、
保
育
士
は
配
置

さ
れ
て
お
ら
ず
、
十
分
な
保
育
園

機
能
を
備
え
て
い
な
い
。
保
育
に

つ
い
て
は
、
一
時
あ
ず
か
り
だ
け

が
目
的
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
取

組
み
を
踏
ま
え
て
、「
沖
の
島
保
育

園
」
の
再
開
を
求
め
、
市
長
の
所

見
を
問
う
。

B
　
高
知
西
南
福
祉
協
会
に
保
育

士
の
配
置
を
指
示
し
て
い
る
。
結

果
を
待
っ
て
で
あ
る
が
、
保
育
機

能
を
き
ち
ん
と
確
保
す
る
。
今
月

中
に
結
論
を
出
し
て
島
民
に
説
明

し
て
い
き
た
い
。

A
　
こ
れ
は
単
な
る
案
で
あ
り
、

最
終
結
論
で
な
い
と
考
え
る
が
、

教
育
長
の
所
見
を
問
う
。
宿
毛
中

学
校
を
移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

街
地
が
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
化
す
る

の
で
は
な
い
か
。
宿
毛
市
は
明
治

以
降
、
現
在
の
日
本
の
礎
を
築
い

た
、
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
た
と

こ
ろ
で
「
人
材
の
里
宿
毛
」「
文
教

の
里
宿
毛
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、由

緒
あ
る
場
所
か
ら
の
移
転
は
、
後
世

に
憂
い
を
残
す
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
計
画
は
、
経
済
的
側
面
か

ら
で
あ
り
、
一
方
で
経
費
の
削
減

に
努
め
る
努
力
を
し
な
が
ら
、
片

方
で
は
膨
大
な
予
算
を
計
上
す
る

等
矛
盾
を
感
じ
る
。

　
教
育
内
容
等
質
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
外
見

よ
り
中
身
で
あ
る
。
身
の
丈
に
あ

っ
た
計
画
が
必
要
で
あ
る
。
将
来

の
宿
毛
市
財
政
を
圧
迫
す
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
移
転
計
画
を
実

施
す
る
に
は
、
当
然
住
民
の
合
意

が
不
可
欠
で
は
な
い
か
。

　
住
民
の
合
意
を
得
な
く
て
も
、

こ
の
移
転
計
画
を
実
施
し
て
い
く

考
え
な
の
か
。

　
今
一
度
、
こ
の
計
画
を
白
紙
に

戻
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
現
場
の
教
師

を
始
め
と
す
る
教
育
関
係
者
や
専

門
家
、
住
民
の
代
表
等
を
加
え
た

特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
中
で
、

合
意
を
得
る
取
り
組
み
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

B
　
最
終
的
な
計
画
で
あ
る
と
考

え
て
い
な
い
が
、
子
ど
も
達
の
教

育
環
境
の
確
保
が
基
本
で
あ
る
。

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
、
議
会
等

と
の
協
議
を
重
ね
最
終
的
に
決
定

し
た
い
。
中
心
市
街
地
が
衰
退
す

る
こ
と
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
と

考
え
て
い
な
い
。
現
在
の
場
所
が

歴
史
的
に
由
緒
あ
る
場
所
で
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
こ
の

計
画
に
よ
り
教
育
環
境
の
整
備
が

図
ら
れ
る
。
宿
毛
小
学
校
の
設
計

費
用
は
国
土
交
通
省
の
基
準
に
基

づ
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
い
て
ご
意
見
や
ご
要
望
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
が
、
丁
寧
に
説

明
を
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ
く
。

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
は

方
法
を
含
め
検
討
を
し
て
い
く
。

A
　
ま
ず
昨
年
、
平
成
二
十
二
年

度
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
、
本
市
に

お
い
て
は
速
報
値
で
人
口
が
二
二
、

六
一
四
人
と
、
平
成
十
七
年
度
調

査
人
口
二
四
、
三
九
七
人
と
比
較
し
、

一
、
七
八
三
人
、
率
に
し
て
七
・
三

％
と
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に
な

　

　
三
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
七
日
、
八
日
の
二
日
間

に
十
一
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

松
浦
英
夫
 

議
員

保
育
行
政
に
つ
い
て

野
々
下
昌
文
 

議
員

宿
毛
小
・
中
学
校
の

再
編
計
画
に
つ
い
て

宿
毛
市
の
新
年
度
予
算

に
つ
い
て

【
質
問
順
位
に
よ
る
】
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る
。
こ
の
こ
と
が
本
市
の
財
政
へ

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
の
か
問
う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
手
当
は
新
年
度
、

三
歳
未
満
児
は
七
、
〇
〇
〇
円
増

額
さ
れ
二
万
円
と
な
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
宿
毛
市
の
子
ど
も
手
当
は

前
年
度
比
約
一
八
％
増
額
さ
れ
、
総

額
四
億
五
、
三
〇
一
万
二
、
〇
〇
〇

円
と
な
っ
て
い
る
。
現
行
法
で
は

二
〇
一
〇
年
度
の
限
定
法
の
た
め
、

三
月
末
ま
で
に
成
立
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
参
議
院
で
野
党
が

多
数
を
占
め
る
た
め
、
年
度
内
成

立
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。

　
三
月
末
ま
で
に
法
案
が
成
立
し

な
け
れ
ば
、
前
身
の
児
童
手
当
法

が
復
活
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
仮

に
児
童
手
当
法
と
な
る
と
、
所
得

制
限
が
あ
り
、
保
護
者
の
所
得
把

握
が
必
要
で
あ
り
、
事
務
処
理
が

増
大
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

厚
生
労
働
省
が
児
童
手
当
の
六
月

支
給
は
困
難
と
見
て
い
る
と
の
報

道
が
あ
っ
た
が
、
本
市
に
お
い
て
は

ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
問
う
。

B
　
全
国
的
に
見
て
も
、
人
口
減

少
の
地
域
は
、
交
付
税
の
関
係
等
、

非
常
に
不
利
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。
中
で
も
普
通

交
付
税
へ
の
影
響
が
顕
著
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
、
二
十
三
年
度

の
普
通
交
付
税
は
二
十
二
年
度
比

一
億
円
減
の
三
六
億
円
を
予
算
計

上
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
手
当
関

連
法
案
が
不
成
立
の
場
合
、
本
市

の
児
童
手
当
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム

は
完
全
に
廃
棄
さ
れ
て
お
ら
ず
、

事
務
処
理
を
早
急
に
す
れ
ば
六
月

支
給
は
で
き
る
。

A
　
今
年
七
月
二
十
四
日
に
予
定

さ
れ
る
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ

タ
ル
化
移
行
ま
で
一
五
〇
日
を
き

っ
た
。
低
所
得
者
の
デ
ジ
タ
ル
化

へ
の
取
り
組
み
、
高
齢
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
、
ま
た
、
今
後
の
家

電
製
品
等
を
含
む
不
法
投
棄
対
策

に
つ
い
て
問
う
。

B
　
高
齢
者
を
対
象
に
、
市
内
二

五
地
区
、
三
一
回
の
説
明
会
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
的
な

理
由
と
か
、
障
害
者
世
帯
を
対
象

に
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
で

給
付
し
て
お
り
、
生
活
保
護
世
帯

へ
は
、
市
の
職
員
が
訪
問
時
に
状

況
把
握
と
情
報
提
供
を
行
っ
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
不
法
投
棄
対
策

に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ビ
の
買
い
替

え
に
伴
う
不
法
投
棄
が
増
え
る
こ

と
を
懸
念
し
て
い
る
。
処
分
方
法

の
分
か
ら
な
い
方
は
、
市
の
環
境

課
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。
家
電
製

品
等
に
関
わ
ら
ず
、
本
人
が
特
定

し
、
確
認
が
で
き
れ
ば
厳
正
な
処

分
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
一
斉
清
掃
、
ク
リ
ー
ン
デ

ー
な
ど
、
環
境
保
全
活
動
な
ど
の

継
続
に
よ
り
、
地
域
の
美
化
意
識

の
向
上
に
努
め
、
不
法
投
棄
の
抑

止
効
果
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
。

A
　
こ
の
計
画
の
策
定
意
義
、
市

民
の
意
見
を
計
画
へ
反
映
さ
せ
る

手
法
及
び
計
画
の
実
現
性
、
実
効

性
の
確
保
に
つ
い
て
ど
の
様
に
取

り
組
ん
だ
の
か
を
問
う
。

B
　
宿
毛
市
の
ま
ち
づ
く
り
全
般

に
及
ぶ
方
向
性
や
目
標
を
定
め
る

総
合
的
な
計
画
と
し
て
、
宿
毛
市

振
興
計
画
を
定
め
、
目
標
を
長
期

的
な
視
点
で
明
文
化
す
る
こ
と
に

よ
り
広
く
市
民
と
情
報
を
共
有
し
、

こ
の
計
画
を
目
標
と
し
て
、
各
種

事
業
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　
策
定
時
に
政
策
審
議
会
に
一
五

名
の
委
員
の
参
加
を
い
た
だ
き
原

案
に
対
す
る
修
正
を
加
え
て
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

　
募
集
期
間
が
非
常
に
短
か
っ
た

と
は
思
う
が
、
三
名
の
方
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
検
討
を
加
え
、
修

正
案
を
政
策
審
議
会
に
図
り
計
画

を
策
定
し
た
。

　
今
回
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画

を
も
と
に
、
よ
り
具
体
的
な
実
施

計
画
を
策
定
し
計
画
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
進
行
管
理
に
つ
い
て
は
、
毎
年

度
、
達
成
度
確
認
を
具
体
的
な
検

証
を
も
っ
て
実
施
す
る
。

A
　
大
規
模
な
事
業
（
消
防
庁
舎
・

小
中
学
校
再
編
・
中
心
市
街
地
活

性
化
）
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

中
長
期
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
結
果
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に

よ
り
、
平
成
二
十
五
年
度
に
は
実

質
公
債
費
率
一
八
％
以
下
は
達
成

で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
今
後
、
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業

を
実
施
し
て
も
多
少
の
変
動
は
あ

る
が
実
質
公
債
費
率
の
ピ
ー
ク
は

過
ぎ
て
お
り
、
現
在
よ
り
上
昇
す

る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
自
主
財
源
は
三

〇
％
以
下
で
あ
り
、
財
政
状
況
を

見
据
え
た
上
で
、
な
お
か
つ
国
の

制
度
改
正
等
、
ま
だ
不
透
明
な
部

分
も
あ
り
今
後
の
情
勢
を
見
極
め

な
が
ら
、
事
業
を
行
っ
て
い
く
。

A
　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
、

「
ま
ち
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

大
き
な
柱
の
一
つ
に
据
え
、
施
設

の
充
実
や
使
用
料
の
減
免
な
ど
、

行
政
が
で
き
る
支
援
策
を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
・
事
業

者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
、

情
報
の
共
有
な
ど
、
官
民
協
働
の

地
デ
ジ
難
民
に
つ
い
て

宿
毛
市
振
興
計
画

に
つ
い
て

財
政
運
営
に
つ
い
て

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
に
よ
る
「
ま
ち
お

こ
し
」
に
つ
い
て

今
城
誠
司
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新
し
い
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

B
　
梓
立
祭
や
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ

ン
を
は
じ
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
広
報
す
く

も
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
が
年
間
二
〇
〇
件
ほ
ど
あ
る
。

民
間
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

も
使
用
料
の
減
免
や
人
的
支
援
を

積
極
的
に
お
こ
な
い
、
官
民
が
一

体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
子
ど
も
の
サ
ッ
カ
ー

や
野
球
な
ど
の
大
会
は
２
日
間
か

け
て
や
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

応
援
も
含
め
て
宿
泊
す
る
こ
と
で

経
済
効
果
も
大
き
く
、
市
民
と
の

触
れ
合
い
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
形

で
、
宿
毛
に
ま
た
来
た
い
と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
、

観
光
協
会
、
関
係
者
と
連
携
し
す

す
め
て
い
き
た
い
。

A
　
平
成
十
六
年
八
月
二
十
二
日
に
、

大
月
町
、
三
原
村
に
お
い
て
、
合

併
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
が
実

施
さ
れ
、
開
票
の
結
果
、
大
月
町

で
は
賛
成
多
数
を
占
め
た
が
、
残

念
な
が
ら
三
原
村
で
は
賛
成
少
数

と
な
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
十
六
年
九
月

三
十
日
、
宿
毛
市
・
大
月
町
・
三

原
村
合
併
協
議
会
が
解
散
し
、
そ

の
後
の
平
成
十
七
年
二
月
十
七
日
、

宿
毛
市
、
大
月
町
で
合
併
に
向
け

取
り
組
む
旨
の
合
意
が
、
市
長
、

町
長
で
行
わ
れ
、
平
成
十
七
年
三

月
二
日
、
宿
毛
市
、
大
月
町
合
併

協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
二
十
一
世
紀
へ
大
き
く

飛
躍
す
る
新
生
宿
毛
市
に
、
大
い

な
る
夢
と
希
望
を
持
っ
て
い
た
が
、

残
念
な
が
ら
合
併
の
希
望
は
絶
た

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
大
月
町
民
に
よ
る
合

併
賛
成
の
署
名
活
動
が
行
わ
れ
、

三
、
五
〇
〇
人
の
署
名
を
集
め
た

が
、
そ
の
後
の
合
併
の
話
は
な
い
。

　
そ
し
て
、
今
年
、
宿
毛
市
の
十

年
間
を
担
う
振
興
計
画
が
作
成
さ

れ
た
が
、
市
町
村
合
併
の
計
画
が

出
て
い
な
い
。

　
今
で
も
ジ
リ
貧
に
な
っ
て
い
る

宿
毛
市
、
生
活
圏
が
同
じ
大
月
町
、

三
原
村
と
合
併
し
て
、
新
た
な
計

画
を
持
っ
て
住
民
生
活
の
安
定
を

図
り
、
雇
用
の
拡
大
を
目
指
し
、

や
が
て
六
ヶ
市
町
村
の
合
併
に
取

り
組
む
た
め
に
、
市
の
ト
ッ
プ
と

し
て
、
町
長
、
村
長
と
ト
ッ
プ
会

談
を
し
て
は
ど
う
か
。

B
　
私
自
身
は
求
め
ら
れ
れ
ば
賛

成
し
て
い
き
た
い
が
、
市
民
を
代

弁
す
る
議
員
が
合
併
に
向
か
っ
て

い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う

な
意
思
統
一
を
始
め
、
市
民
の
後

押
し
が
必
要
か
と
思
う
。

A
　
平
成
十
一
年
度
に
県
立
西
南

病
院
と
県
立
宿
毛
病
院
が
統
合
し

て
、
幡
多
郡
唯
一
の
高
度
医
療
機

関
と
し
て
総
工
事
費
一
八
七
億
六
、

〇
〇
〇
万
円
で
完
成
し
た
。

　
し
か
し
近
年
医
師
不
足
で
休
診

し
て
い
る
科
も
あ
れ
ば
、
予
約
し

な
け
れ
ば
診
療
で
き
な
い
科
も
あ

る
。
ま
た
、
平
成
二
十
一
年
度
に

緊
急
で
搬
送
さ
れ
た
方
は
二
、
八
一

七
名
も
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

医
師
が
い
な
く
て
は
高
度
の
治
療

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。

宿
毛
市
と
し
て
六
ヶ
市
町
村
で
資
金

を
出
し
合
い
、
新
た
に
医
師
と
な
る

者
に
補
助
金
を
出
す
制
度
を
作
っ

て
、
医
師
確
保
に
努
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
問
う
。

B
　
幡
多
地
域
の
医
療
の
中
核
を

な
し
て
い
る
が
、
幡
多
け
ん
み
ん
病

院
で
あ
る
。
こ
の
幡
多
け
ん
み
ん
病

院
の
医
師
不
足
は
住
民
の
生
命
を

守
る
上
で
非
常
に
重
要
な
課
題
で

あ
る
。

　
宿
毛
市
に
お
い
て
も
楠
山
、京
法
、

鵜
来
島
無
医
地
区
巡
回
診
療
が
月

二
回
か
ら
一
回
に
な
っ
た
。
医
師
確

保
に
つ
い
て
は
、
重
大
問
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

A
　
行
政
と
住
民
が
と
も
に
支
え

あ
う
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ

と
で
、
個
人
の
尊
厳
や
人
権
が
大

切
に
さ
れ
、「
宿
毛
に
暮
ら
し
て
よ

か
っ
た
」
、「
宿
毛
で
こ
れ
か
ら
も

生
活
し
た
い
」
と
思
え
る
「
心
の

通
い
あ
う
ま
ち
」
に
な
っ
て
い
く
。

住
民
一
人
ひ
と
り
が
参
加
す
る
「
人

権
と
地
域
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
推
進
に
つ
い
て
、
市
長
の
政
策

方
針
を
聞
く
。

B
　
本
市
の
き
び
し
い
行
財
政
状

況
の
中
で
は
、
地
域
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
や
課
題
に
対
し
て
、
行
政
の

力
だ
け
で
応
え
て
い
く
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
も
、

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現

を
目
指
す
と
同
時
に
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
、
す
べ
て
の
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
市
民
と
行

政
が
協
働
し
た
地
域
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
地
域

福
祉
計
画
を
策
定
し
、
宿
毛
に
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
取
り
組
む
。

幡
多
け
ん
み
ん
病
院
の

医
師
不
足
に
つ
い
て

人
権
と
地
域
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

浦
尻
和
伸
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A
　
本
市
に
お
い
て
は
、
商
工
会

を
中
心
に
中
心
市
街
地
活
性
化
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
市

の
平
成
二
十
三
年
度
当
初
予
算
に

も
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に
伴
う

道
路
整
備
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
本
事
業
に
対
し
て
は
、
市
民
か

ら
大
き
な
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、
反
面
、
危
惧
す
る
声
も
上
が

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
地
域
住
民

に
対
し
て
、
い
つ
本
事
業
の
説
明

を
し
て
同
意
を
得
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
議
会
へ
の
提
案

は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
、
そ
し
て
、

事
業
認
可
は
い
つ
頃
の
時
期
に
な

る
の
か
を
聞
く
。

B
　
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
と

商
工
会
議
所
が
メ
イ
ン
と
な
り
、

官
民
共
同
の
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

構
想
の
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
　

　
現
在
、
多
種
多
様
の
事
業
項
目

が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
財
政
的
な

裏
づ
け
の
検
討
も
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
各
事
業
の
仕
分
け
を
行
っ

て
い
る
。

B
　
遊
休
資
産
の
有
効
活
用
を
摸

索
す
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と

と
考
え
て
い
る
。

　
議
員
か
ら
突
然
素
晴
ら
し
い
提

案
を
頂
い
た
が
、
や
は
り
地
域
の

意
向
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
の

で
、
本
日
は
ご
提
案
と
し
て
承
っ

て
お
く
。

A
　
今
年
一
月
、
米
軍
艦
船
が
四

度
目
の
入
港
を
し
た
。
今
回
は
自

衛
艦
「
し
も
き
た
」
と
同
時
入
港

で
、
軍
事
訓
練
中
の
寄
港
は
軍
事

利
用
の
拡
大
だ
。
各
地
の
基
地
周

辺
で
残
虐
事
件
を
起
こ
す
米
軍
を

宿
毛
市
行
政
の
代
表
者
が
岸
壁
で

「
歓
迎
と
上
陸
に
感
謝
」
の
挨
拶
は

問
題
だ
。
入
港
を
断
る
よ
う
知
事

に
求
め
る
べ
き
だ
。
今
回
入
港
の

公
費
使
用
額
を
聞
く
。

B
　
県
が
法
律
と
条
例
に
基
づ
き

入
港
を
許
可
し
た
。
私
が
入
港
を

許
可
す
る
な
、
と
要
請
す
る
必
要

は
な
い
。
市
主
催
の
歓
迎
会
は
行

っ
て
い
な
い
。
私
は
港
に
お
り
た

人
は
全
部
ウ
エ
ル
カ
ム
だ
。
上
陸

す
れ
ば
普
通
の
人
だ
か
ら
歓
迎
し

て
も
い
い
。
今
回
の
米
艦
入
港
に

伴
う
公
費
支
出
は
警
備
費
用
な
ど

県
が
一
六
五
万
円
、
防
衛
省
が
港

湾
施
設
利
用
料
一
〇
万
五
、
六
〇
〇

円
を
負
担
す
る
。

A
　
森
林
や
農
地
で
鳥
獣
被
害
が

広
が
り
、
県
は
今
年
か
ら
森
林
環

境
税
で
駆
除
対
策
を
す
る
。
宿
毛

市
は
こ
の
事
業
を
導
入
す
る
か
。

　
農
林
業
者
の
暮
ら
し
や
篠
山
等

の
景
勝
地
保
護
、
捕
獲
鳥
獣
の
食

肉
化
推
進
な
ど
対
策
を
聞
く
。

B
　
県
の
森
林
環
境
税
に
よ
る
駆

除
事
業
は
、
積
極
的
に
導
入
し
た

い
。
篠
山
の
保
全
は
、
篠
山
観
光

開
発
協
議
会
で
議
論
し
、
種
々
の

対
策
を
し
て
い
る
。

　
シ
カ
肉
等
の
食
肉
化
は
、
処
理

加
工
施
設
へ
の
国
の
補
助
金
も
あ

り
、
行
政
も
支
援
で
き
る
。

　
市
民
に
よ
る
事
業
組
織
の
立
ち

上
げ
を
期
待
し
、
働
き
か
け
て
い

る
。

　
平
成
二
十
三
年
度
中
に
は
、
事

業
の
煮
つ
め
を
行
な
い
、
申
請
を

し
た
い
が
、
い
つ
頃
認
可
に
な
る

か
は
不
明
で
あ
る
。

A
　
小
筑
紫
小
学
校
の
移
転
に
よ
り
、

か
つ
て
は
、
本
市
の
重
要
な
産
業
、

経
済
拠
点
で
あ
っ
た
小
筑
紫
地
区

に
大
き
な
空
き
地
が
で
き
た
。

　
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、

跡
地
を
国
道
の
レ
ベ
ル
ま
で
埋
め

立
て
を
し
て
、
用
地
の
半
分
を
イ

ベ
ン
ト
広
場
に
、
後
の
半
分
に
高

層
建
築
を
建
て
、
一
階
部
分
を
商

店
ス
ペ
ー
ス
に
、
二
階
部
分
を
保

育
園
に
、
そ
し
て
、
予
算
が
許
せ
ば
、

三
階
以
上
は
高
齢
者
住
宅
と
し
て

活
用
す
る
よ
う
に
提
案
し
た
い
が

お
考
え
を
聞
く
。

A
　
日
本
共
産
党
宿
毛
市
委
員
会

が
行
っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

仕
事
づ
く
り
の
要
望
が
多
か
っ
た
。

い
ま
、
全
国
で
個
人
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
費
用
を
自
治
体
が
助
成
し
、

大
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
助
成
金

を
商
品
券
に
し
て
、
地
元
商
店
が

活
性
化
し
た
市
町
村
も
あ
る
。
宿

毛
市
も
こ
れ
に
取
り
組
む
お
考
え

は
な
い
か
。

B
　
浅
木
議
員
の
言
う
よ
う
に
住

宅
産
業
は
裾
野
が
広
い
産
業
で
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
回
す
財
源
が

あ
る
と
こ
ろ
は
い
い
と
思
う
。
宿

毛
市
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
み
の

助
成
は
で
き
な
い
し
、
希
望
者
も

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

A
　
い
ま
宿
毛
中
学
校
の
建
設
位

置
の
問
題
が
、
議
会
内
外
で
議
論

さ
れ
て
い
る
。

　
学
校
再
編
も
学
校
建
設
も
保
護

者
や
地
域
、
学
校
職
員
を
中
心
に

議
論
を
進
め
、
成
案
を
得
る
べ
き

で
あ
る
。
学
校
建
設
の
場
合
も
関

係
者
で
学
校
建
設
委
員
会
等
を
立

宿
毛
市
中
心
市
街
地

活
性
化
に
つ
い
て

小
筑
紫
小
学
校
跡
地

の
活
用
に
つ
い
て

西
村
六
男
 

議
員

宿
毛
湾
港
へ
の
米
軍

艦
船
入
港
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
対
策

に
つ
い
て

在
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
に
つ
い
て

学
校
再
編
に
つ
い
て

浅
木
　
敏
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ち
上
げ
、
大
多
数
の
合
意
を
得
る

べ
き
だ
。

B
　
教
育
委
員
会
は
宿
毛
中
学
校

の
建
設
場
所
を
、
松
田
川
小
学
校

跡
地
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

今
後
、
保
護
者
や
地
域
、
議
会
、
市

長
部
局
と
協
議
し
て
理
解
と
協
力

を
得
て
、
最
終
決
定
を
す
る
。
協

議
方
法
と
し
て
学
校
建
設
委
員
会

を
立
ち
上
げ
る
か
、
そ
の
他
の
方

法
を
と
る
か
も
検
討
す
る
。

A
　
昨
年
、
西
町
五
丁
目
で
家
屋

を
全
焼
す
る
火
事
が
発
生
し
た
。

こ
の
地
域
で
は
、
近
年
家
屋
を
全

焼
す
る
火
事
が
続
発
し
て
い
る
。

以
前
の
火
事
の
際
に
は
防
火
水
槽

が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
般
質

問
で
も
指
摘
を
し
、
平
成
十
七
年

に
四
〇
ト
ン
の
耐
震
防
火
水
槽
が

設
置
さ
れ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に

今
回
も
全
焼
と
な
っ
た
。
こ
の
地

域
は
高
台
の
た
め
、
水
道
本
管
に

つ
な
が
っ
て
い
る
消
火
栓
と
は
違

い
、
貯
水
タ
ン
ク
の
水
が
無
く
な

れ
ば
消
火
栓
か
ら
水
が
出
な
く
な

る
。
こ
の
貯
水
タ
ン
ク
に
は
最
低

で
何
ト
ン
の
水
が
入
っ
て
い
る
の

か
。
火
事
以
外
の
防
災
の
面
か
ら

も
、
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
を
始
め
る
ラ

イ
ン
を
上
げ
、
常
時
多
く
の
水
を

た
め
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
、
問

う
。

B
　
貯
水
槽
の
容
量
は
三
六
・
九

ト
ン
で
あ
り
、
常
時
一
五
ト
ン
以

上
の
水
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
今

後
、
ラ
イ
ン
を
上
げ
て
最
低
で
も

約
三
〇
ト
ン
の
水
が
確
保
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
市
内
各
地

の
施
設
に
つ
い
て
も
上
げ
る
考
え

方
で
調
査
し
て
い
く
。

A
　
今
議
会
に
、
小
学
校
の
基
本

実
施
設
計
委
託
料
八
、
七
〇
〇
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
今
回
か

ら
新
し
い
基
準
で
積
算
を
し
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
以
前
の
積
算
を

使
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、

私
に
は
高
く
感
じ
る
。
昨
年
建
設

し
た
小
筑
紫
小
学
校
は
決
算
で
一
、

二
九
〇
万
四
、
五
〇
〇
円
、
児
童

五
〇
三
名
の
た
め
に
来
年
度
建
設

予
定
の
香
川
県
坂
出
市
の
小
学
校

は
一
、
八
三
七
万
五
、
〇
〇
〇
円

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
十
九
年
十
一

月
に
示
し
た
宿
毛
市
の
計
画
で
も
、

六
五
〇
名
の
た
め
の
小
学
校
が
基

本
実
施
設
計
委
託
料
三
、
五
一
六

万
円
、
建
設
費
一
〇
億
八
、
〇
〇
〇

万
円
に
な
っ
て
い
た
。
今
回
の
八
、

七
〇
〇
万
円
、
建
設
費
一
七
億
円

と
い
う
の
は
、
児
童
三
五
〇
名
の

学
校
に
し
て
は
一
般
的
な
金
額
と

は
思
え
な
い
。
ま
た
、
設
計
を
お

願
い
す
る
人
を
決
め
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
一

般
競
争
入
札
は
で
き
ず
、
競
争
原

理
の
働
か
な
い
随
意
契
約
に
な
る

と
考
え
る
が
、
二
点
に
つ
い
て
問

う
。

B
　
八
、
七
〇
〇
と
い
う
数
字
は

国
交
省
の
基
準
に
基
づ
い
て
積
算

を
し
た
。
全
国
に
つ
い
て
は
、
非
常

に
過
当
競
争
を
や
っ
た
も
の
で
、

金
額
が
非
常
に
低
い
も
の
が
出
て

き
て
お
り
、
積
算
基
準
体
系
は
非

常
に
崩
れ
て
い
る
。
示
さ
れ
た
数

字
と
我
々
が
積
算
し
て
い
る
数
字

に
は
乖
離
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ

の
数
字
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
あ
く
ま
で
皆
様
の
税
金
を

使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
予
定
的

な
価
格
を
決
め
る
わ
け
だ
か
ら
、

全
国
統
一
の
積
算
基
準
に
基
づ
い

た
も
の
で
し
か
出
せ
な
い
。
契
約

方
法
は
、
ま
だ
不
明
で
あ
る
。

A
　
母
子
保
健
推
進
員
の
役
割
に

つ
い
て
聞
く
。

B
　
母
子
保
健
推
進
員
の
役
割
に

つ
い
て
は
、
母
子
保
健
に
関
す
る

知
識
の
普
及
活
動
・
母
子
保
健
活

動
へ
の
協
力
・
各
種
申
請
の
勧
奨
・

母
性
及
び
乳
幼
児
の
保
護
に
関
す

る
地
域
の
問
題
点
の
把
握
・
母
子

保
健
組
織
活
動
の
育
成
の
協
力
で

あ
る
。

　
そ
の
他
に
、
担
当
地
区
の
母
子

の
家
庭
訪
問
と
か
、
電
話
相
談
な

ど
育
児
相
談
支
援
を
通
し
て
、
地

域
や
家
庭
で
起
こ
っ
て
い
る
母
子

保
健
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
、
身

近
な
立
場
で
把
握
を
し
、
母
親
の

相
談
相
手
と
な
る
と
い
う
こ
と
と

と
も
に
、
地
域
社
会
と
行
政
を
つ

な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
も
、
欠
か

せ
な
い
役
割
を
果
た
し
て
頂
い
て

い
る
。

　
ま
た
、
核
家
族
化
、
地
域
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
が
進
み
、
多
種

多
様
な
情
報
が
あ
ふ
れ
る
中
、
人

と
人
を
つ
な
ぎ
、
必
要
な
情
報
を
伝

え
、
心
に
寄
り
添
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
推
進
員
の
活
動
は
今
後
一

層
、
必
要
性
が
増
し
て
く
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

A
　
産
後
う
つ
に
な
ら
な
い
た
め

の
早
期
の
取
り
組
み
つ
い
て
聞
く
。

　B
　
本
市
で
は
、
妊
娠
の
届
け
出

が
あ
っ
た
場
合
は
、
妊
婦
さ
ん
に
、

今
後
、
か
か
わ
っ
て
い
く
担
当
の
保

健
師
と
顔
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
で
、

安
心
感
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
妊
婦
さ
ん
の
情
報
を
キ

ャ
ッ
チ
し
て
、
対
応
が
必
要
だ
と
判

断
し
た
妊
婦
さ
ん
に
は
、
妊
娠
中
か

ら
訪
問
を
し
て
、
心
身
両
面
の
支
援

を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
出
産
後
は
、
保
健
師
に
よ

る
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
実
施
率
は
九
五
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
訪
問
で
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

母
親
に
も
聞
き
取
り
を
行
い
、
マ
タ

ニ
テ
ィ
ー
ブ
ル
ー
の
よ
う
な
症
状
が

見
ら
れ
る
場
合
は
、
適
宜
判
断
を
し

て
、
訪
問
の
回
数
を
増
や
し
た
り
、

火
災
へ
の
対
応
に

つ
い
て

学
校
建
設
に
つ
い
て

中
平
富
宏
 

議
員

母
子
保
健
推
進
員
制
度

に
つ
い
て

産
後
う
つ
に
つ
い
て

岡
闢
利
久
 

議
員
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A
　
二
月
二
十
二
日
に
開
か
れ
た

市
議
会
議
員
協
議
会
で
唐
突
に
、

松
田
川
小
学
校
が
宿
毛
小
学
校
に

統
合
さ
れ
た
後
、
宿
毛
中
学
校
が

松
田
川
小
学
校
跡
地
に
移
転
さ
れ

る
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。

　
昨
年
五
月
に
宿
毛
市
立
小
・
中

学
校
再
編
計
画
が
公
表
さ
れ
た
際

に
、
市
教
育
審
議
会
、
市
議
会
、
保

護
者
、
地
区
長
な
ど
各
界
各
層
の

市
民
か
ら
の
意
見
や
提
言
を
聞
く

と
し
て
い
た
が
、
特
に
宿
毛
中
学

校
の
移
転
問
題
に
つ
い
て
は
、
十

分
な
説
明
も
な
く
、
大
方
の
理
解

を
得
て
い
な
い
。

　
こ
の
件
の
審
議
に
つ
い
て
の
経
過
、

経
緯
を
聞
く
。

B
　
宿
毛
中
学
校
の
松
田
川
小
学

校
跡
地
へ
の
移
転
・
建
設
計
画
は

宿
毛
小
・
中
学
校
の
教
育
環
境
の

改
善
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
検
討

を
し
て
出
さ
れ
た
と
考
え
る
。
　

　
し
か
し
、
地
域
の
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
対
し
て
の
説
明
は
十
分
と

は
思
わ
れ
な
い
の
で
、
し
っ
か
り

議
論
を
し
て
最
終
的
な
決
定
を
し

た
い
。

　
今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案

第
十
三
号
「
平
成
二
十
三
年
度
宿

毛
市
一
般
会
計
予
算
」
の
予
算
決

算
常
任
委
員
会
で
の
審
議
に
際
し
、

宮
本
有
二
委
員
よ
り
、
付
帯
決
議

案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
を
も

っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◎
議
案
第
十
三
号
に
対
す
る
付
帯

決
議

一
　
本
議
案
中
、
第
八
款
土
木
費
、

第
四
項
都
市
計
画
費
、
四
目
都
市

再
生
整
備
事
業
費
、
十
三
節
委
託

料
の
「
道
路
実
施
設
計
委
託
料
」

の
う
ち
「
桜
町
沖
須
賀
線
」
の
道

路
設
計
委
託
料
に
つ
い
て
は
、
中

心
市
街
地
活
性
化
の
全
体
計
画
の

見
通
し
が
つ
く
ま
で
執
行
を
凍
結

す
る
こ
と
。
　

　
以
上
、
決
議
す
る
。

電
話
相
談
、
他
の
関
係
機
関
に
つ

な
げ
る
な
ど
、
産
後
う
つ
病
に
発

展
し
な
い
よ
う
な
支
援
を
心
が
け

て
い
る
。

A
　
平
成
二
十
三
年
度
当
初
予
算

に
計
上
さ
れ
た
道
路
設
計
委
託
料

に
つ
い
て
、
ま
ず
、
水
道
通
り
の

改
修
に
つ
い
て
は
、
用
水
路
が
老

朽
化
し
て
改
修
す
る
必
要
が
あ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
中
心
市
街
地
活

性
化
と
リ
ン
ク
し
て
、
石
畳
に
す

る
と
か
、
歩
道
、
用
水
路
、
車
道

を
作
っ
て
、
一
方
通
行
に
す
る
と
か
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
て
い
る
と

聞
く
。
設
計
委
託
す
る
段
階
で
、

景
観
的
な
配
慮
と
老
朽
化
の
補
修

と
い
う
目
的
は
分
け
て
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
商
工
会
か
ら
沖
須
賀
に

抜
け
る
桜
町
沖
須
賀
線
に
つ
い
て

は
、
立
ち
退
き
も
含
め
て
大
掛
か
り

な
事
業
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
本

路
線
の
工
事
は
、
市
、
ま
ち
づ
く
り

会
社
、
そ
し
て
、
地
域
住
民
の
意

見
が
ま
と
ま
っ
て
か
ら
で
も
遅
く

な
い
。
現
段
階
で
工
事
に
着
手
す

る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
が
市
長

の
お
考
え
を
聞
く
。

B
　
水
道
通
り
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

民
家
の
地
盤
が
沈
下
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
是
非
や
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
そ
れ
に
連
な
る
水
車
で
あ

る
と
か
、
石
畳
と
か
も
将
来
的
に

は
必
要
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
出

来
る
だ
け
手
戻
し
が
な
い
よ
う
な

形
で
設
計
し
、
工
事
に
つ
な
げ
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
桜
町
沖
須
賀
線
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
、
中
心
市
街
地
活
性

化
の
計
画
が
、
構
想
段
階
で
あ
り
、

し
っ
か
り
し
た
計
画
に
な
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
道
路
拡
幅
と
な
る
と
、
用
地
買

収
が
必
ず
起
こ
っ
て
く
る
の
で
、

や
は
り
、
も
っ
と
詳
細
に
計
画
を

つ
め
た
上
で
予
算
執
行
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

　
防
災
の
関
係
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
今
回
、
予
算
計
上
し
て
い

る
が
、
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
見

直
し
も
あ
り
得
る
か
な
と
い
う
ふ

う
な
こ
と
を
少
し
庁
内
で
も
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
教
育
審
議
会
で
は
四

回
の
審
議
を
行
な
い
、
昨
年
二
月

の
教
育
委
員
会
で
答
申
を
い
た
だ

い
た
。
四
月
と
五
月
に
二
回
の
教

育
懇
談
会
を
開
き
、
地
区
長
、
保

護
者
な
ど
多
く
の
方
の
意
見
、
要

望
を
も
と
に
平
成
二
十
二
年
の
第

五
回
教
育
委
員
会
定
例
会
で
、
現

在
の
再
編
計
画
を
決
定
し
た
。
学

校
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
と
し
て
教
育
効
果
が
図

ら
れ
る
最
適
地
と
し
て
検
討
し
た

も
の
で
あ
り
、
今
後
、
市
長
部
局

と
の
協
議
、
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
、
議
会
等
の
様
々
な
意
見
を

伺
っ
て
、
最
終
的
な
場
所
が
決
定

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
宿
毛
中
学
校
の
移
転
問
題

は
、
昨
年
九
月
に
街
地
区
で
の
説

明
会
で
、
二
、
三
の
候
補
地
が
あ
り
、

松
田
川
小
跡
地
の
こ
と
も
候
補
地

の
一
つ
で
あ
る
と
話
し
た
。

　
議
会
へ
の
報
告
が
遅
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
軽
視
で
は
な
い

か
と
の
ご
指
摘
は
真
摯
に
受
け
止

め
、
お
詫
び
し
た
い
。

　
平
成
二
十
三
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
、
次
の
人
事
議
案
を
賛
成
多

数
を
も
っ
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
の
任
命
　
　
岡

松

　

泰

氏
（
再
任
）

都
市
再
生
整
備
事
業

に
つ
い
て

宮
本
有
二
 

議
員

小
中
学
校
の
再
編
計
画

に
つ
い
て

饌
田
陸
紀
 

議
員

委

員

会

決

議

人

 

事

 

案

 

件



⑳

　
若
葉
の
萌
え
る
、
素
晴
ら
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
東
日

本
の
被
災
地
の
こ
と
を
思
え
ば
、

心
が
晴
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
犠

牲
者
の
皆
様
の
ご
冥
福
と
被
災

地
の
一
日
も
速
い
復
興
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
期
定
例
会
は
、
一

般
質
問
に
お
け
る
一
問
一
答
制

の
導
入
や
、
予
算
決
算
常
任
委

員
会
の
設
置
な
ど
議
会
改
革
に

向
け
た
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
市
民
の
付
託
に
応

え
る
よ
う
議
会
の
活
性
化
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意

を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
我
々
議
員
の
任
期
も
残
り
わ

す
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後

と
も
、
皆
様
方
の
ご
愛
読
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
編
集
委
員
〉

蘢

松
　
浦
　
英
　
夫

蘢

今
　
城
　
誠
　
司

蘢

野
々
下
　
昌
　
文

蘢

宮
　
本
　
有
　
二

蘢

饌
　
田
　
陸
　
紀

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
三
月
定
例
会
の
会
議
録
は
六

月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支

所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ

で
映
像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

過
去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て

い
ま
す
。

　
第
一
回
臨
時
会
が
二
月
七
日
に
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
議
案
一
件
と
条
例

議
案
の
二
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
議
案
の
主
な
内
容
は
、
円
高
デ
フ
レ
対
応
の
た
め
の
緊
急
総
合

経
済
対
策
と
し
て
、「
き
め
細
か
な
交
付
金
」
及
び
「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ

ぐ
交
付
金
」
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
並
び
に
国
・
県
の
補
正
予
算
に
伴
う
各
種

事
業
の
増
額
等
で
す
。

　
補
正
総
額
は
一
億
五
二
万
八
、
〇
〇
〇
円
で
あ
り
、
個
別
事
業
と
し
て
は
、

本
庁
舎
の
改
修
、
保
育
園
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
片
島
中
学
校
及
び
小
筑
紫

中
学
校
の
校
舎
・
体
育
館
の
２
次
耐
震
診
断
の
実
施
及
び
耐
震
補
強
計
画
の

策
定
等
を
行
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
条
例
議
案
は
、
本
市
出
身
の
間
寛
平
さ
ん
が
前
立
腺
が
ん
を
乗
り

越
え
て
、
平
成
二
十
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
本
年
一
月
二
十
一
日
ま
で
の
約

二
年
一
ヶ
月
に
わ
た
る
ア
ー
ス
マ
ラ
ソ
ン
を
完
走
し
、
多
く
の
国
民
に
勇
気
・

希
望
・
感
動
を
与
え
た
偉
業
を
称
え
、
同
氏
を
表
彰
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に

伴
い
、
宿
毛
市
表
彰
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
新
た
に
「
特
別
表
彰
」
を
新

設
し
よ
う
と
す
る
も
の
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
三
議
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
、
原
案
を
適
当
と
認
め
、
可
決

す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

議会の傍聴は、どなたでもできます。

次の定例会は６月上旬の予定です。詳しくは、

議会事務局までお問い合わせください。（蕁６３－２９０７）

なお、委員会の傍聴をご希望の方は事前に議会事務局までお申し出下さい。

●議会を傍聴しませんか…

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

不
採
択

採
　
　
択

第
36
号

第
38
号

（
継
続
審
査
分
）

保
育
制
度
改
革
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
今
議
会
提
出
分
）

子
ど
も
達
が
主
役
で
あ
る
学
校
づ
く
り
の
た
め
に
再

編
計
画
実
施
は
慎
重
に
行
う
こ
と
を
求
め
る
陳
情
に

つ
い
て

〜
編
集
後
記
〜

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★

■ 

第
一
回
臨
時
会
の
概
要 

■

▼ 

請 

願
・
陳 

情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
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除害施設

排 水 設 備
（工場・事業所施工）

公 共 下 水 道
（宿毛市施工）

排 水 設 備
（個人施工）

下水管

制　度 水洗化促進特例奨励金

くみ取り便所からの改造
のみ対象となります。
（公共下水道）

平成２３年４月１日から
平成２６年３月３１日まで
の３年間に限る。

１０万円

浄化槽から下水道への切
替えや新築も対象となり
ます。

下水道の供用開始区域と
なった日から３年以内（地
域によって異なります）

下水道の供用開始区域と
なった日から
　１年以内・・・・・・・・・３万円
　１年～２年以内・・・２万円
　２年～３年以内・・・１万円

浄化槽から下水道への切
替えも対象となります。
（新築は対象外）

金融機関から融資を受け
る場合の利子に対する援
助。

下水道の供用開始区域と
なった日から
　３年以内・・・利子の１００％
　３年を超・・・利子の５０％

水洗化促進奨励金
水洗便所等

改造資金利子補給

対　象

条　件
内容等

支給額

宿毛クリーンセンター

（終末処理場 凡　例

下水道
処理区域

現在の下水道処理区域は右の地図（緑部分）
及び二ノ宮地区・大海地区となっておりま
す。

下水道 きれいな水を 未来まで

●川や海がきれいになります。

●清潔な街になります。

●さわやかで清潔な暮らしができます。

●工事をするには

●下水道に加入される方への奨励金制度

【問い合わせ先】水道課下水道係　蕁６３－１００９

☆下水道に加入しましょう。

宿毛市の指定を受けた「宿毛市排水設備工事指定工事店」へ依頼してください。�
申込みから下水道使用開始までの書類や手続きも指定工事店が行ってくれます。



澤

　
平
成
２３
年
度
教
育
行
政
方
針
を

抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
　
権
　
教
　
育

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ

い
て
正
し
い
認
識
と
理
解
を
深
め

る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
人
権
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
、

全
て
の
人
が
人
と
し
て
尊
重
し
合

え
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
と
人
権

意
識
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

学
　
校
　
教
　
育

　
「
２１
世
紀
を
心
豊
か
に
生
き
抜
く

こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
た
ち
の
育

成
」
を
基
本
と
し
て
確
か
な
学
力

の
保
障
と
豊
か
な
人
間
性
の
育
成

を
目
指
し
た
学
校
教
育
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
２３
年
度
は
、
小
学
校
に
お

い
て
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く

教
育
課
程
が
ス
タ
ー
ト
し
、
新
た

に
５
・
６
年
生
に
外
国
語
活
動
を

追
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
と
言
語
・
文
化
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
教
育

を
推
進
し
ま
す
。

　
学
力
保
障
、
学
力
向
上
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
教
員
の
主
体
的
な

研
修
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、「
宿

毛
の
子
は
人
の
話
を
目
で
聞
け
る

子
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
学
習
規
律

の
確
立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
特

に
課
題
の
多
い
学
校
に
対
し
て
は
、

学
校
現
場
と
協
議
す
る
中
で
、
必

要
な
支
援
員
の
派
遣
等
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
不
登
校
や
い
じ
め
問
題
等
の
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

教
育
研
究
所
を
中
心
に
様
々
な
事

業
を
実
施
し
、
不
登
校
児
童
・
生

徒
数
を
半
減
す
る
目
標
を
達
成
す

る
な
ど
一
定
改
善
の
兆
し
が
見
ら

れ
ま
す
の
で
、
今
後
も
学
校
や
保

護
者
、
地
域
と
連
携
を
図
る
中
で
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
よ
り
一
層
取

り
組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
再
編
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
が
持

っ
て
い
る
能
力
を
最
大
限
伸
ば
す

こ
と
の
で
き
る
教
育
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
を
目
的
に
学
校
の
適
正

規
模
、
適
正
配
置
及
び
安
全
・
安

心
対
策
に
つ
い
て
の
教
育
委
員
会

の
基
本
的
な
考
え
を
保
護
者
や
地

域
の
皆
様
に
説
明
し
、
ご
理
解
を

い
た
だ
く
中
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
昨
年
４
月
の
小
筑
紫
小
学
校

と
田
の
浦
小
学
校
の
統
合
に
続
き
、

本
年
４
月
に
は
栄
喜
小
学
校
が
小

筑
紫
小
学
校
に
統
合
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
保
護
者
や
地
域
の
皆
様

と
協
議
を
続
け
る
中
で
、
子
ど
も

達
に
と
っ
て
よ
り
良
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

重
点
目
標
・
施
策

・
教
育
版
「
地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
推
進
事
業
」
を
積
極
的
に

活
用
し
て
学
力
向
上
に
向
け
た

各
種
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

・
Ｑ
―

Ｕ
（
学
校
生
活
調
査
）
の
実

施
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
学
校

で
の
生
活
状
況
を
よ
り
詳
し
く

把
握
す
る
中
で
、
生
活
面
の
改

善
を
図
り
、
学
力
向
上
に
努
め

ま
す
。

・
不
登
校
や
い
じ
め
問
題
、
児
童

虐
待
の
早
期
解
決
に
向
け
て
、

ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
事
業
や
宿
毛

市
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

委
員
会
の
活
動
等
を
通
じ
て
、

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
す
る

中
で
、
よ
り
き
め
細
か
な
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

教
育
研
究
所
に
開
設
し
て
い
る

適
応
指
導
教
室
「
ふ
れ
あ
い
広

場
」
の
充
実
を
図
り
、
不
登
校

児
童
・
生
徒
の
支
援
に
努
め
ま

す
。

・
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
強

化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

本
年
度
、
宿
毛
小
学
校
に
お
い

て
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、

地
域
に
よ
る
学
校
支
援
体
制
の

充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
の
学
校
に
お
い
て
も
、

学
校
通
信
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
活
用
し
て
積
極
的
に
情
報
発

信
を
行
い
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
の
教
育
を
考
え
、
支
え
て

い
く
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

・
小
筑
紫
中
学
校
校
舎
、
片
島
中

学
校
校
舎
及
び
体
育
館
の
２
次

耐
震
診
断
を
実
施
し
、
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
の
整
備
に
努

め
ま
す
。

学
　
校
　
給
　
食

　
昨
年
度
よ
り
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
調
理
部
門
の
民
間
委
託
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
学
校
給
食
の
質

の
低
下
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

引
き
続
き
委
託
業
者
を
適
正
に

指
導
す
る
と
と
も
に
、
栄
養
教
諭

が
中
心
と
な
っ
て
学
校
給
食
に
お

け
る
児
童
・
生
徒
の
健
康
増
進
及

び
食
育
指
導
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
地
場
産
物
を

活
用
し
た
郷
土
料
理
の
調
理
実
習

を
行
う
な
ど
、
郷
土
の
食
文
化
や

地
元
で
取
れ
る
農
水
産
物
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
「
食
育
の
充
実
」

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

生
　
涯
　
学
　
習

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
て
、
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
学
習
機
会
を
充
実
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
教
育
力
の
向

上
を
図
り
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
豊
か

で
文
化
的
な
地
域
社
会
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
健
康
増
進
と
体

力
づ
く
り
の
意
識
高
揚
を
図
る
た

め
に
、
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
を

拠
点
と
し
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
種

競
技
会
の
誘
致
や
、
宿
毛
花
へ
ん

ろ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
等
の
開
催
に
よ

る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
人
口
の
拡
大
に

取
り
組
み
ま
す
。

　重
点
目
標
・
施
策

・
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
の
推

進
に
努
め
、
放
課
後
等
の
子
ど

も
た
ち
の
安
全
で
健
や
か
な
活

動
場
所
を
確
保
す
る
な
ど
、
地

域
ぐ
る
み
で
健
全
育
成
に
努
め

ま
す
。

・
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
情
報
提
供

シ
ス
テ
ム
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
を
は
じ
め
、
坂
本
図
書
館

の
読
書
講
座
や
読
み
聞
か
せ
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
な
ど
に

よ
り
読
書
事
業
を
推
進
し
、
学

習
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

　
各
種
事
業
の
推
進
等
に
対
し
ま

し
て
、
保
護
者
な
ら
び
に
地
域
の

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宿
毛
の
教
育
に
つ
い
て

宿
毛
市
教
育
長
　
岡
松
　
泰



広報すくも  2011.5澹

有料広告

新 格 闘 空 手 道
国際格闘空手道連盟

誠導塾

練 習 生 募 集

老若男女　随時入門受け付けます
 ■毎週　火、木、土曜日 PM７：００～９：００
 ■場所　松田川小学校体育館 64－0977

事務局

TEL

「
3
月
」

　
３
月
は
種
々
な
こ
と
が
あ
り
過

ぎ
る
程
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
寛
平

さ
ん
へ
の
市
民
栄
誉
賞
、
梓
立
祭

の
こ
と
、
マ
ラ
ソ
ン
中
止
の
こ
と

は
前
月
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
に
関
し
て
は

毎
日
報
道
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

中
で
も
誘
発
さ
れ
た
原
子
力
発
電

所
の
放
射
能
の
件
、
災
害
避
難
と

同
じ
く
、
解
決
に
は
相
当
の
時
間

が
必
要
と
の
こ
と
。
そ
の
報
道
で
、

被
曝
の
危
険
が
あ
る
の
に
出
動
す

る
消
防
隊
長
の
「
こ
れ
か
ら
出
発

す
る
」
と
い
う
メ
ー
ル
に
対
し
て
、

そ
の
奥
様
か
ら
の
返
信
は
「
日
本

の
救
世
主
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
。

涙
あ
ふ
れ
る
言
葉
で
す
。
警
察
や

消
防
の
方
々
の
職
務
は
常
に
危
険

と
隣
り
合
わ
せ
、
覚
悟
を
し
て
い

る
と
は
い
え
、
誰
が
死
ぬ
か
も
知

れ
な
い
所
に
最
愛
の
人
を
行
か
せ

ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
原
発
を

救
わ
な
い
と
日
本
が
ダ
メ
に
な
る
。

世
界
の
た
め
に
も
と
い
う
崇
高
な

使
命
感
を
も
っ
て
事
に
当
た
る
こ

の
夫
に
し
て
こ
の
妻
あ
り
。
最
高

の
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
隊
長
の
み
な
ら
ず
、

現
場
で
被
害
を
最
小
に
押
さ
え
よ

う
と
必
死
に
頑
張
っ
て
い
る
人
達

が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
震
災
対
応
経
費
と
し
ま
し
て
は
、

予
備
費
を
支
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

職
員
も
含
め
た
市
民
の
皆
様
か
ら

の
金
品
の
提
供
に
よ
り
、
県
を
通

じ
た
義
援
金
の
送
金
や
物
資
の
送

付
を
い
た
し
、
特
に
要
請
の
あ
っ

た
相
馬
市
に
は
物
品
の
輸
送
を
実

施
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
仙
台
に
あ
っ
て
毎
年
こ

の
時
期
に
野
球
の
キ
ャ
ン
プ
に
来

て
く
れ
る
東
北
学
院
大
学
も
丁
度

３
月
１１
日
は
宿
毛
で
の
練
習
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。
大
震
災
後
、
家

族
の
安
否
も
わ
か
ら
ず
、
仙
台
へ

帰
る
に
も
帰
れ
ず
相
当
落
ち
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、
マ
ス
コ
ミ
の
力

は
大
き
く
、
こ
こ
に
東
北
学
院
の

野
球
部
が
い
て
、
家
族
安
否
不
明

の
状
況
を
伝
え
ま
し
た
ら
、
家
族

の
方
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
と
の
こ

と
。
一
ト
安
心
し
、
交
通
事
情
の

た
め
、
１
泊
多
く
宿
毛
に
滞
在
し

て
、
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。
帰
り

の
バ
ス
に
は
市
民
の
御
協
力
に
よ

り
、
食
料
を
沢
山
積
ん
で
無
事
、

１
日
が
か
り
で
仙
台
に
着
い
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
今
後
の
復
興

が
大
変
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、

鍛
え
た
若
い
体
力
で
、
き
っ
と
復

興
の
大
き
な
手
助
け
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
今
回
の
大
震
災
の
映
像
か
ら
我
々

は
衝
撃
を
受
け
る
と
同
時
に
、
教
訓

を
学
び
ま
し
た
。

　
津
波
の
警
報
、
避
難
を
し
て
も

ら
う
た
め
の
方
策
、
船
舶
へ
の
対

応
、
一
次
避
難
場
所
の
施
設
、
二

次
（
生
活
）
避
難
場
所
の
設
備
、

日
頃
の
備
蓄
物
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

（
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
ト
イ
レ
）、

身
に
つ
け
る
物
、
食
料
等
の
生
活
物

資
、
災
対
本
部
の
役
割
、行
動
等
々
、

早
急
に
県
と
の
協
力
体
制
の
下
、

ま
と
め
上
げ
市
民
の
皆
様
に
説
明

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
他
に
報
道
で
見
ま
し
た
が
、
区

長
さ
ん
の
仕
事
で
す
。
少
々
の
報

酬
は
仕
事
に
見
合
う
も
の
で
は
な

く
、
全
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
思

い
ま
す
。
た
だ
ひ
た
す
ら
区
民
の

た
め
に
行
政
や
他
の
団
体
と
区
民

と
の
調
整
、
指
導
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
今
日
の
東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
区
長
の
苦
悩
と
い
う
も
の

が
如
実
に
表
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
被
災
現
場
で
な
く
て
も
同
じ

こ
と
と
思
い
ま
す
。「
行
政
に
ば
か

り
無
理
を
言
っ
て
も
い
か
ん
だ
ろ

う
」
が
、
区
民
の
要
望
は
汲
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
間
に
あ

っ
て
大
変
な
心
労
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
区
長
が
い

て
始
め
て
行
政
も
市
民
も
助
か
っ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
し
た
。

「
議
会
」

　
議
会
で
提
案
し
た
宿
毛
小
学
校

建
設
に
係
る
予
算
が
カ
ッ
ト
さ
れ

ま
し
た
。
議
会
の
決
定
に
は
従
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
最
終
日
で

し
た
が
、
そ
の
理
由
に
対
す
る
反

論
あ
る
い
は
説
明
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
機
会
を
与
え
て
く
れ
て
も
良

い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

中
身
に
つ
い
て
は
今
後
説
明
し
て

学
校
の
建
設
に
は
責
任
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
予
算

を
再
計
上
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
議
員
提
案
で
議
員
定
数
も
１４
に

な
り
、
こ
の
号
の
出
る
頃
に
は
新

議
員
の
顔
ぶ
れ
も
決
ま
っ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
議
員
提
案
と

い
う
こ
と
で
私
に
は
全
然
発
言
の

機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
反

対
と
か
賛
成
は
申
し
上
げ
る
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
効
果
、
効
用

等
事
務
手
続
等
は
決
定
に
齟
齬
を

き
た
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
決
定

の
効
力
を
発
生
さ
せ
る
に
は
、例
え

ば
条
例
等
で
あ
れ
ば
市
長
の
サ
イ

ン
が
必
要
で
す
。
予
算
的
な
も
の

が
必
要
で
あ
れ
ば
財
源
の
検
討
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

相
互
の
意
見
調
整
は
必
要
と
思
い

ま
し
た
。

そ
　
ご
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市民祭宿毛まつり（こんぴら男） 沖の島アドベンチャーラン 宿毛花へんろウォーク 宿毛花へんろマラソン

6月

7月

8月

9月

10月

宿毛市クリーンデー

さわやか杯 少年サッカー大会

西南ジュニアバレー

宿毛市子ども会 ソフトボール大会

宿毛少年柔道錬成大会

七夕まつり

ミニバスケット県大会

部落差別をなくする運動強調旬間行事
（人権講演会、人権啓発パレード）

笹平キャンプ場びらき

子ども将棋教室

考古学教室

市長杯ミニバスケット大会

サマーカップバスケ大会
宿毛市長杯少年サッカー大会

子ども囲碁教室

第9回 遊々サッカー

だるま夕日宿毛カップ
　小学生陸上競技交流大会

幡多武道柔道大会

幡多球技大会 ミックスバレーボール大会
高校バスケ夏季選手権大会
宿毛ＦＣ杯 少年サッカー夏季大会
ぷれーらーん科学塾 2011
金婚夫婦祝福式典

高知県高等学校男女ソフトボール
　夏季大会（宿毛大会）

幡多陸上選手権大会

宿毛サッカー選手権 高校の部

山岡耕筰 パガニーニ合奏団 コンサート

「山内家伝来の美術工芸品」展
　（～11月16日（水））

高知県高等学校
　新人陸上競技対抗選手権大会

幡多中学野球大会

第47回 宿毛市展開会

5日（日）

11日（土）～12日（日）
18日（土）～19日（日）

19日（日）

25日（土）～
26日（日）

26日（日）

28日（火）～
7月8日（金）

3日(日）

9日（土）

10日(日）

25日（月）～
27日（水）

30日（土）

30日（土）～
31日（日）

6日（土）～
7日（日）

8日（月）～
10日（水）

8日（月）～
14日（日）

20日（土）

20日（土）～
21日（日）

21日（日）

27日（土）～
28日（日）

28日（日）
1日（木）

3日（土）～
4日（日）

4日（日）

10日（土）～
11日（日）

15日（木）

16日（金）

17日（土）～
18日（日）

1日（土）～
2日（日）

7日（金）

10月

11月

12月

1月

2月

3月

市民祭宿毛まつり

第47回 宿毛市展表彰式

第16回 オールドパワー文化展・
　女のまつり

沖の島アドベンチャーラン（マラソン＆ウォーク）
四国大学サッカーリーグ

宿毛市子ども会ソフトボール大会

西南高校女子バレーボール大会
幡多地区中学女子バレー大会
宿毛市戦没者追悼式
寒蘭の里とさ宿毛展示大会 表彰式
第28回 川柳大会
宿毛市秋のクリーンデー

くろしおシニアサッカー

第39回 俳句大会

子ども陶芸教室

人権フェスティバル

宿毛市長杯少年野球大会

ものづくり教室（門松・たこ）

宿毛FC杯 少年サッカー大会

県女子中学バレー新人戦

宿毛花へんろウォーク in 
　だるま夕日ウォッチング

第23期 宿毛市囲碁・将棋名人戦
幡西卓球大会
第13回 芸能発表会
土佐宿毛はし拳全日本選手権宿毛場所

中学バレー宿毛大会

2012 早春健全ジュニア駅伝大会

宿毛サッカー選手権大会 社会人の部
梅 ま つ り
宿毛花へんろマラソン前夜祭

宿毛花へんろマラソン

じゃんじゃんカップ 少年サッカー大会

8日（土）～
10日（月・祝）

11日（火）

21日（金）～
23日（日）

23日（日）
29日(土）

29日（土）～
30日（日）

3日（木・祝）
5日(土）

11日(金）
12日(土）

13日(日）

19日（土）～
20日（日）

20日(日）

3日（土）～
4日（日）

10日（土）

10日（土）～11日（日）
17日（土）～18日（日）

11日（日）・
24日（土）

24日（土）～
25日（日）

14日（土）～
15日（日）

15日（日）

22日（日）

1月下旬予定

11日（土・祝）～
12日（日）

11日（土・祝）

12日（日）
2月中旬予定

17日（土）

18日（日）

24日（土）～
25日（日）

開　催　日 行　　　　　　事 開　催　日 行　　　　　　事

※現時点での予定ですので、確定したものではありません。

今後の主な行事予定（6月～3月）
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市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

5
※お昼休みも納付できます。

22（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

5
12（木）
26（木）

納
期
限

（火）

軽自動車税 全期

固定資産税 1期 5
31

5
31

自動車税の納付について

　自動車税の納期限は５月３１日（火）となってお
ります。納付は、銀行、郵便局、農協などの金
融機関に加え、コンビニエンスストアでも可能
となっていますので、ご利用ください。

【問い合わせ先】
　高知県幡多県税事務所
　蕁０８８０－３５－５９７２

開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問い合わせ先

1（日）

5（木・祝）

7（土）

8（日）

9（月）

12（木）

14（土）

15（日）

16（月）

17（火）

19（木）

20（金）

21（土）

22（日）

25（水）

26（木）

28（土）

幡西卓球大会

第14回 桜墨会サークル展（～6日）

防災・防犯・交通安全フェア

宿毛市大月町中学校球技大会　卓球

プロ野球ＯＢ野球教室

EARLY SUMMER NIGHT
　～あなたの出逢いをプロデュース2011～

ふれあい保育（体験入園）

夜間市税納付窓口開設日

宿毛市大月町中学校球技大会

　　

宿毛市体育協会 家庭婦人バレーボール大会

新港産直市

育児相談

ふれあい保育（体験入園）

年金出張相談

通学路安全の日

行政相談「定例相談日」（～20日）

あいさつ・声かけ運動日

第16回 宿毛カップ少年サッカー大会（～22日）

宿毛市体育協会 バドミントン大会

休日市税納付窓口開設日

チャレンジデー2011

陶芸教室（～26日）

グラウンドゴルフ大会

心の生涯学習セミナー『心がつくる人生』

夜間市税納付窓口開設日

第53回 高知県中学校通信陸上競技大会

第1回 ストーリーテリング講座

三上クニトリオ・ジャズコンサート

総合運動公園　蕁66－1467

中央公民館　蕁63－2618

総合運動公園　蕁66－1467

譖宿毛青年会議所
蕁63－3484

各 保 育 園

税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

企　画　課　蕁63－1118

宿毛幼稚園　蕁63－2914

市　民　課　蕁63－1112

総　務　課　蕁63－1111

総合運動公園　蕁66－1467

税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

中央公民館　蕁63－2618

総合運動公園　蕁66－1467

税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

坂本図書館　蕁63－2654

宿毛市総合運動公園

宿毛文教センター

パルティ・フジ宿毛 駐車場

宿毛市総合運動公園

スワロー会館

市内 各保育園

市役所 税務課

宿毛市総合運動公園

すくも84マリンターミナル

宿毛幼稚園

市 内 全 域

宿毛文教センター

市 内 全 域

宿毛市総合運動公園

市役所　税務課

市内全域

宿毛文教センター

クリーンセンター西広場

宿毛文教センター

市役所 税務課

宿毛市総合運動公園

宿毛文教センター

8:30

9:00

10:00

9:00

13:00

17:00

9:30

17:15

9:00

9:00

9:00

9:00

10:00

10:00

13:00

9:00

9:00

9:00

0:00

13:30

13:30

19:30

17:15

8:30

13:00

19:00

㈱フジ パルティ・フジ宿毛
蕁63－0100

青少年育成センター
蕁63－4197

松 岡 陽 一　蕁66－0110
福 田 延 治　蕁67－1778

宿毛モラロジー事務所
蕁63－1038

事務局・イシザキ宿毛音楽教室内
蕁63－5047

市役所 第１会議室
（市民課で受付）

晴天時：宿毛市野球場
雨天時：宿毛市総合運動

　バレーボール・サッカー

　ソフトテニス

　野　球（～15日）

宿毛市総合運動公園

男子…東中学校
女子…平田公園

宿毛市野球場

平成23年　５月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表



濟

イラスト：おくだたけし

5月の日程

日 受 付 時 間実　施　場　所

24日（火）

19：00～11：30難 波 プレス 工 業 ㈱
（高知西南中核工業団地内）

13：00～15：00筒 井 病 院

15：40～17：30聖 ヶ 丘 病 院

藺献血カード（献血手帳）をお持ちの方は持参ください。

虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の

６０
％
に
認
知
症
の
症
状

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の

う
ち
、
認
知
症
の
症
状
が
あ
る
人

は
、
６０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
高
齢
者
が
虐
待
を
受

け
て
し
ま
う
理
由
に
は
、
介
護
す

る
側
に
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い

知
識
が
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
つ
ま
り
認
知
症
の
正
し

い
対
応
法
や
知
識
を
得
る
こ
と
で

防
げ
る
虐
待
も
あ
る
の
で
す
。

認
知
症
の
症
状
と
は

　
認
知
症
と
は
、
脳
の
知
的
機
能

が
低
下
し
て
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
す
状
態
を
い
い
、
単
な
る
物

忘
れ
の
状
態
と
は
異
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
夕
食
に
何
を
食
べ
た
か

忘
れ
る
の
が
〝
物
忘
れ
〞
で
、
夕

食
を
食
べ
た
こ
と
自
体
を
忘
れ
る

の
が
〝
認
知
症
〞
で
す
。

　
こ
の
症
状
は
、
早
期
発
見
し
正

し
く
治
療
す
れ
ば
改
善
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
症
状
が
出
た
ら
認
知
症

か
も
し
れ
ま
せ
ん

　
・
段
取
り
が
悪
く
な
っ
た

　
・
物
覚
え
が
悪
く
な
っ
た

　
・
集
中
力
が
な
く
な
っ
た

認
知
症
の
主
な
症
状
　

・
新
し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な

く
な
る

・
物
事
の
段
取
り
が
立
て
ら
れ

な
く
な
る

・
道
具
の
使
い
方
や
着
替
え
の

し
か
た
が
わ
か
ら
な
く
な
る

・
人
や
物
を
見
て
も
誰
か
、
何

か
わ
か
ら
な
く
な
る

・
い
ら
い
ら
し
て
落
ち
着
き
が

な
い

・
眠
れ
な
い
　

・
実
際
に
は
な
い
も
の
が
見
え

て
し
ま
う

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
―

　
薑
６
５
｜

８
８
５
５

　
薨
６
５
｜

７
６
６
５

　
保
健
介
護
課
予
防
係

　
薑
６
３
｜

１
１
１
３

　
薨
６
４
｜

０
４
１
０

・
目
の
前
に
あ
る
も
の
を
何
で

も
食
べ
て
し
ま
う

　
兆
候
を
見
逃
さ
ず
早
め
に
専
門

医
に
相
談
す
る
な
ど
の
対
処
を
し

ま
し
ょ
う
。

3
つ
の
「
さ
」
と
心
得

認
知
症
の
方
と
関
わ
る
時
に
は
、

　
・
さ
わ
や
か
に

　
・
さ
ら
り
と

　
・
さ
り
げ
な
く

そ
し
て
、

　
・
驚
か
せ
な
い

　
・
急
が
せ
な
い

　
・
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い

こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
地
域
の
方
々
に
は
、

認
知
症
へ
の
理
解
、
認
知

症
の
方
が
い
る
家
族
へ
の

理
解
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
近
所

同
士
で
見
守
り
支
え
合
え
る
地
域

づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

【問い合わせ先】保健介護課　蕁６３－１１１３

献血バスがやってきます！
　市民の皆さんには献血にご理解とご協力をいただ
き、ありがとうございます。また、東日本大震災に伴
い、多くの方に献血していただき感謝します。
　血液製剤には有効期限がありますので、皆さんから
の善意の献血を無駄にすることなく最大限に活用する
ために、一時期に偏ることのない継続的な献血が必要
です。
　５月は右記日程により献血を実施いたしますので、
１人でも多くの皆さんのご協力をお願いします。

高
齢
者
虐
待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
《
虐
待
と
認
知
症
》
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6 月 の 保 健 事 業 【申し込み・問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

22（水） 12：30～13：00宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 受 付 時 間日

［3歳児健康診査］対象児に個人通知します

15（水） 12：30～13：00宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

2（木）
14（火）
23（木）
24（金）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
東部農村環境改善センター
西 町 公 会 堂
小筑紫基幹集落センター

母子保健

成人保健

各種健診はどこの健診会場でも受けることができます。
●平成23年度実施の健康診査等の申し込みをされていない方
は、実施日までに早めに保健介護課までお申し込みください。

●特定健康診査については、医療保険者発行の受診券と保険
証が必要です。持参してないと健診が受けられませんので
ご注意ください。

場 　 所 受 付 時 間日

7（火）

17（金）

28（火）

18：00～19：00
19：40～10：00
10：20～10：30
10：40～10：50
11：20～11：40
18：00～19：00
19：20～19：30
19：50～10：00
10：30～10：50
13：00～13：50
14：30～15：20
18：30～19：20
10：00～10：20
13：00～13：30

東部農村環境改善センター
手 代 岡 隣 保 館 　
馬 場 住 広 場
天 神 広 場
芳 奈 老 人 憩いの 家 下
大 島 消 防 屯 所 前
野 地 橋 付 近
小 川 バス停 留 所 付 近
山 北 集 会 所
宿 毛 市 役 所 裏 駐 車 場
宿 毛 高 校
西 町 公 会 堂
宿 毛 育 成 園
西 町 公 会 堂

［胸部レントゲン・肺がん検診］

場 　 所 受 付 時 間日

［子宮頸がん検診］

15（水）

16（木）

10：00～11：00
13：00～14：00
19：00～10：00
13：00～14：00

宿 毛 文 教 セ ン タ ー

片島公民館（沖の島地区含む）

健康相談はどこの健診会場でも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした
簡単な体操を実施しますので、健康手帳を持参してください。

場 　 所 実 施 時 間日

1（水）

3（金）

8（水）

10（金）
13（月）
23（木）
24（金）

19：30～11：00
13：30～15：00
18：30～11：00
19：30～11：00
19：00～10：00
11：30～14：00
19：30～11：00
10：00～11：30
11：30～14：00
18：30～11：00

宇 須 々 木 公 民 館
山 北 集 会 所
旧 鵜 来 島 小 中 学 校
神 有 多 目 的 集 会 所
古 屋 野 老 人 憩いの 家
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
小 筑 紫 老 人 憩いの 家
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
沖の島開発総合センター
旧 鵜 来 島 小 中 学 校

［健康相談］

犬の引取り ●犬の引取りを希望される方は保健介護課にご連絡ください。

［特定健康診査］［前立腺がん検診］［大腸がん検診（配付）］
場 　 所 受 付 時 間日

7（火）
17（金）

28（火）

19：00～10：00
19：00～10：00
19：00～10：00
13：30～14：30

東部農村環境改善センター
大 島 公 民 館

西 町 公 会 堂

※希望者には大腸がん検診容器を配付します。

場 　 所 受 付 時 間日

［大腸がん検診（容器回収）］

29（水）
19：00～10：00
【時間厳守】

宿毛市保健介護課窓口

※古い便では検査ができません。6月27日（月）以降に専用
　の容器に2日分採便し、提出まで低温保存してください。

場 　 所 受 付 時 間日

［胃がん検診］

7（火）
17（金）
29（水）

18：00～19：00
18：00～19：00
18：00～19：00

東部農村環境改善センター
大 島 老 人 憩 い の 家
西 町 公 会 堂

※食事・水分・薬など飲食物はとらずにお越しください。

場 　 所 受 付 時 間日

［乳がん（乳房Ｘ線）検診］

16（木）
人数制限があるため予約
制です。受診票指定の時
間にお越しください。

片島公民館（沖の島地区含む）
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チャレンジデーとは・・・毎年５月の最終水曜日の０時から２１時までの間に、１５分間以上継続して
運動やスポーツ等の身体活動を行う住民参加型のスポーツイベントです。健康づくりや地域づくり
を目的に、昨年度は全国で約１５０万人が参加しています。

≪チャレンジデー参加方法≫

● 実施日時：５月２５日（水）　０時～２１時　※この時間内であればいつでも参加可能です。　
● 参加対象：チャレンジデー当日、宿毛市内にいる方
● 実施種目：１５分以上継続して行う運動やスポーツ等の身体活動
　（例）ウォーキング、健康体操、グラウンドゴルフなど身体を動かすこと
● 実施場所：宿毛市内　※自宅や学校、職場、スポーツ施設、広場など
● 当日の参加報告方法等
　１５分以上継続してスポーツ等の身体活動（運動）を行った人は、集計センターに報告してください。
　　（１）参加報告方法
　　　　１．直接参加報告票を持参
　　　　２．集計センターに電話・参加報告票をＦＡＸ
　　（２）参加報告票
　　　　１．個人・家族・小グループ＝詳しくは集計センターまでお問い合わせください。
　　　　２．団体・企業等＝任意の様式
● ダブルカウントの禁止
チャレンジデー当日、参加者はプログラムに何回参加しても結構ですが、参加報告は１人１回の
みです。

● 参加報告の締め切り：
　５月２５日（水）　２１時３０分

【問い合わせ先】宿毛市チャレンジデー実行委員会事務局（集計センター）
　〒７８８－０７８５　宿毛市山奈町芳奈４０２４（宿毛市総合運動公園内）
　薑６６－１４６７　薨６６－１４６８

地区や職場、学校等で、多くの市民の皆さんのご参加をお願いします。

みんなで楽しく運動しましょう。

～みんなで１５分以上の運動をしましょう～

チャレンジデー２０１１

開催日 ５月２５日（水）
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